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11 月 19 日、生保内小学校と生保内中学校で「拠点校・
協力校英語授業改善事業」公開研究会が行われ、県内の教
育指導者や小中学校の先生などが参観する中、児童・生徒
たちは熱心に授業を聞いていました。（関連記事 2 ページ）



第15回 仙北市民卓球大会
白熱の戦い

息をのむ熱戦が繰り広げられました。

　11 月 17 日、「第 15 回仙北市民卓球大会」が
角館中学校体育館で開催され、選手たちが熱戦を
繰り広げました。成績は次のとおりです。

【各種目 1 位・敬称略】
団体戦／てくてく倶楽部 A
個人戦／

▲

一般男子 1 部　阿部多馬（てくてく倶
楽部） 

▲

同 2 部　阿部大和（てくてくエリートア
カデミー） 

▲

同 3 部　田口達生（たざわ湖スポー
ツクラブ） 

▲

一般女子 2 部　大澤多恵子（Artisan) ▲

同 3 部　坂本澄子（たざわ湖スポーツクラブ） ▲

小学校低学年　田中結愛（てくてくエリートア
カデミー） 

▲

同高学年　藤川煌（てくてくエリー
トアカデミー） 

　

角
館
公
民
館
が
編
集
・
発
行
す

る
公
民
館
だ
よ
り
「
き
ず
な
」（
角

館
地
区
の
み
配
布
）
が
12
月
１
日

号
で
創
刊
50
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
５
月
の
創
刊
か
ら
２

か
月
に
１
回
の
発
行
、
手
書
き
に

よ
る
紙
面
作
り
で
、
こ
れ
ま
で
生

涯
学
習
の
情
報
や
地
域
の
様
々
な

場
面
で
行
動
す
る
人
な
ど
を
紹
介

し
続
け
、
節
目
の
50
号
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
き
ず
な
」
は
今
後
も
生
涯
学
習

を
深
め
、
地
域
の
輪
を
広
げ
る
た

め
に
様
々
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お

届
け
し
て
い
き
ま
す
。

創刊から
50号に

角館公民館だより

平成 23 年 5 月に創刊した第 1 号。

きずな

第 50 号を迎えた 12 月 1 日号。

　
11
月
23
日
、
伝
統
野
菜
の
田
沢
な

が
い
も
を
販
売
す
る
「
ま
ぼ
ろ
し
の

田
沢
な
が
い
も
ま
つ
り
」
が
田
沢
湖

病
院
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
な
が
い
も
は
昨
年
よ
り
も
で
き
が

よ
い
と
の
こ
と
。
市
場
に
あ
ま
り
出

回
ら
な
い
な
が
い
も
を
買
い
求
め
に

約
80
人
が
訪
れ
、
１
時
間
ほ
ど
で
完

売
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
来
た
と
い

う
女
性
は
「
昨
年
も
買
っ
て
、
友
だ

ち
か
ら
の
評
判
も
よ
い
の
で
ま
た
買

い
に
来
た
。
甘
み
が
全
然
違
っ
て
美

美
味
し
い
な
が
い
も
は
い
か
が
？

美味しいながいもを買い求めようとたくさんの方が訪れました。

ま
ぼ
ろ
し
の
田
沢
な
が
い
も
ま
つ
り

味
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
販
売
し
た
の
は
、
生
産
者

で
あ
る
田
中
昭
一
さ
ん
と
田
中
勇
幸

さ
ん
。
昭
一
さ
ん
は
「
田
沢
の
な
が
い

も
は
粘
り
が
あ
っ
て
甘
味
が
あ
る
と

い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
た
だ
大
き
い

だ
け
で
は
な
く
、
自
然
に
近
い
形
で

大
き
く
ま
っ
す
ぐ
育
て
る
の
が
理
想
」

と
、
勇
幸
さ
ん
は
「
何
十
年
も
自
分

の
う
ち
で
種
芋
を
つ
く
り
育
て
て
い

る
。
手
作
業
で
掘
っ
て
、
土
を
落
と

す
作
業
が
大
変
」
と
話
し
ま
し
た
。

数量限定で販売された秋田杉の箱に入った贈答用のながいも。

　
11
月
16
日
、
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
半
蔵
門
（
東

京
都
千
代
田
区
）
を
会
場
に
第
34
回
東
京
か
く

の
だ
て
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
・
会
員
あ

わ
せ
て
65
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

会
員
が
お
互
い
の
近
況
や
懐
か
し
い
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
、
カ
ラ
オ
ケ
や
福
引
き
な
ど
が

行
わ
れ
る
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
仙
北
市
の
お
菓
子
や
漬
物
な
ど
の
特

産
品
が
販
売
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
懐
か
し

む
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
大
好
評
で
し
た
。

会のはじめに出席者全員で。

第34回  東京かくのだて会

　

国
際
感
覚
や
英
語
力
を
身
に
つ
け

国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
を
目
的
に
秋
田
県
が
実
施

し
て
い
る
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
強
化
事

業
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
一
つ

と
し
て
、
11
月
19
日
に
生
保
内
小
学

校
と
生
保
内
中
学
校
で
「
拠
点
校
・

協
力
校
英
語
授
業
改
善
事
業
」
公
開

研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
内
の
教
育
指
導
者
や

小
・
中
学
校
の
先
生
が
生
保
内
小
学

校
４・６
年
生
と
生
保
内
中
学
校
１
年

生
の
英
語
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。

　

両
校
の
生
徒
た
ち
は
、
た
く
さ
ん

の
参
観
者
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た

生保内小学校・中学校で 英語 の公開授業

が
、
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
英
語

で
ど
の
よ
う
に
話
そ
う
か
一
生
懸
命

に
考
え
な
が
ら
、
相
手
と
の
会
話
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

生
保
内
小
学
校
４
年
生
は
、
実

際
の
校
内
マ
ッ
プ
を
使
い
な
が
ら
、

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
場
所
を
道
案
内

し
、
そ
の
場
所
の
お
気
に
入
り
の
理

由
を
紹
介
す
る
授
業
。
伝
え
方
が
わ

か
ら
な
い
と
き
に
は
、
知
っ
て
い
る

単
語
を
並
べ
た
り
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
た
り
し
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。

授
業
の
最
後
に
は
「
い
ろ
い
ろ
な
単

語
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

「
表
現
が
難
し
か
っ
た
け
ど
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
を
使
っ
て
伝
え
ら
れ
て

「拠点校・協力校英語授業改善事業」公開研究会

よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

生
保
内
中
学
校
で
は
、
英
語
で
企

業
の
採
用
面
接
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
面

接
官
役
は
、
採
用
す
る
た
め
の
「
や

る
気
」「
内
容
」「
態
度
」
を
評
価
す

る
た
め
に
、
受
験
者
に
様
々
な
質
問

を
投
げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

受
験
者
役
は
質
問
に
対
し
て
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交
え
な
が
ら
自
分
の
考

え
を
一
生
懸
命
に
伝
え
て
い
ま
し

た
。
授
業
の
最
後
に
は
「
面
接
官
で

は
、
ア
ド
リ
ブ
で
た
く
さ
ん
話
す
こ

と
が
で
き
た
。
受
験
者
で
は
、
最
後

ま
で
ス
ラ
ス
ラ
悩
ま
ず
に
話
す
こ
と

が
で
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

Good!
Great!

Excellent!

英語でお互いに説明しあう４年生の児童たち。

生保内中学校では英語による採用面接に挑戦。

生保内小学校の授業の様子。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

「支え合いの地域づくり」
担い手養成講座フォロー
アップ研修会を開催 !

　
11
月
9
日
に
引
き
続
き
、
11
月
16
日
、
西
木
温

泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
で
「
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
」
担
い
手
養
成
講
座
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
保
健
課
で
行
っ
て
い
る
「
自
殺

予
防
対
策
事
業
・
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
と

共
催
で
す
。

　

講
師
に
秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
保

健
学
専
攻
准
教
授
の
佐
々
木
久
長
氏
を
迎
え
、

「
お
互
い
に
寄
り
添
う
大
切
さ
～
今
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
」
と
題
し
、講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
で
に
サ
ロ
ン
の
開
催
や
声
か
け
な
ど
、
地
域
で

実
際
に
活
動
し
て
い
る
方
の
参
加
が
多
く
、
先
生

の
講
義
を
通
じ
て
、
お
互
い
に
寄
り
添
う
こ
と
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

寄り添うことの大切さを再確認した研修となりました。

11 月 16 日

「支え合いの地域づくり」
担い手養成講座基礎編を
開催 !

　
仙
北
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
29
年
度
か
ら「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
」

担
い
手
養
成
講
座
を
行
い
、
地
域
の
ち
ょ
っ
と

し
た
困
り
ご
と
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
方

に
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
養
成
講
座
を
受
講
し
た
方
の
中
で
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
み
出
し
な
ど
の
生
活
支
援
や

集
い
の
場
、話
し
相
手
な
ど
の
活
動
を
行
う「
仙

北
地
域
か
が
や
き
隊
」
に
登
録
し
ま
す
。
講
座

を
受
講
し
た
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら
一
層
の

地
域
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

支え合いの地域づくりについて、参加者は講師の話に熱心に
耳を傾けていました。

11 月 9 日

　
11
月
27
日
、明
治
記
念
館
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
「
令

和
元
年
全
国
暴
力
追
放
運
動
中
央
大
会
」
で
仙
北
地
区
暴
力

追
放
運
動
推
進
委
員
会
の
武
藤
松
雄
委
員
長
が
、
暴
力
追
放

功
労
者
表
彰
の
金
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
武
藤
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
暴
力
団
排
除
活
動
に
参
画
、

平
成
６
年
の
同
委
員
会
設
立
時
か
ら
現
在
ま
で
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
暴
力
追
放
の
啓
発
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
た
り
、
暴
力
団
排
除
を
目
的
と
し
た
各
種
グ
ッ
ズ
を

考
案
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
暴
力
団
排
除
活
動

に
貢
献
、
地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
へ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
栄
え
あ
る
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
、
仙
北
警
察
署
に
受
章
の
報
告
に
訪
れ
た
武
藤

さ
ん
は
「
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
今

回
の
受
章
だ
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
て
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
今
後
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

若
月
浩
志
署
長
（
右
）
に
暴
力
追
放
功
労
者
表
彰
の
金

章
受
章
を
報
告
し
た
武
藤
さ
ん
（
左
）。

令和元年全国暴力追放運動中央大会

武藤松雄さんが
功労者表彰の金章を受章 　

こ
の
度
、
ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
・
京

都
市
勧
業
館
み
や
こ
め
っ
せ
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
第
69
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
大
会
京
都
大
会
」
で
、
角
館
高
校

元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
柏
谷
真
一
さ
ん
が
地
域

の
高
等
学
校
教
育
の
振
興
に
貢
献
し
た
と

し
て
会
長
表
彰
（
個
人
）
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
柏
谷
さ
ん
は
、
平
成
24
年
か
ら
角
館
高

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
な
り
、
平
成
28
年
度

か
ら
３
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
間
に
も
秋
田
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
副
会
長
や
東
北
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
代
議
員
を
務
め
、
平
成
30

年
度
に
は
、
同
大
会
佐
賀
大
会
で
東
北
地

区
を
代
表
し
て
角
館
高
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
柏
谷
真
一
さ
ん
。

第 69 回全国高等学校 PTA 連合会大会京都大会

柏谷真一さんが全国表彰

の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
生
徒
の
健
全
育

成
や
学
校
と
地
域
と
の
協
働
を
進
め
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

神
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
受
賞

令
和
元
年
度 

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
こ
の
度
、
神
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
大

曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

優
秀
な
実
績
を
上
げ
て
い
る
団
体
と

し
て
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
全
国
か
ら
１
２
９
団
体
、

秋
田
県
か
ら
は
３
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
神
代
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、「
地
域

清
掃
活
動
」「
プ
ル
タ
ブ
ア
ル
ミ
缶

回
収
」「
抱
返
り
渓
谷
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
」「
高
齢
者
宅
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
四
つ
の
柱
と
し
た
四
季
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
取
り
組
み
、
今
で
は
生
徒
に
身
に
つ

い
て
い
る
伝
統
的
な
活
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
会
長
の
平
岡
太
一
さ
ん
は
「
普
段
か

ら
行
っ
て
い
る
活
動
を
認
め
て
い
た

だ
い
た
。
会
員
が
減
少
し
活
動
が
厳
し

く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
地
域
に

根
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
は
、
校
内
に
あ
る
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
枝
垂
れ
桜
の

手
入
れ
や
、
春
と
秋
に
観
光
客
へ
向
け

て
太
鼓
演
奏
や
歴
史
案
内
を
行
う
お

も
て
な
し
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
草
彅
政
弘
さ
ん
は
、「
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
先
生
た
ち
の
生
徒
の
活
動
に
協

力
し
た
い
と
い
う
思
い
が
マ
ッ
チ
し

て
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

校
舎
の
桜
に
つ
い
て
は
後
世
に
継
承

す
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
教
え
な

が
ら
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
で
き

る
範
囲
内
で
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から戸澤教育部長、神代中学校の木元哲校長、同校平岡太一
PTA 会長、大曲支援学校せんぼく校の草彅政弘 PTA 会長、同
校髙橋譲副校長、熊谷教育長。

　11 月 3 日・4 日、秋田県立武道館（秋田市）で
第 54 回秋田県中学校秋季柔道大会が開催され、角
館中学校の福島誠之介さんが優勝、3 人が 3 位に
入るなど活躍しました。

左から、鎌田宇朗さん、福島誠之介さん、加藤希望さん、児玉さくら
さん。

角館中学校の生徒が活躍
第 54 回秋田県中学校秋季柔道大会

大会結果（敬称略）
55 キロ級　優　勝　福島誠之介（１年）
60 キロ級　第３位　鎌田宇朗（２年）
52 キロ級　第３位　児玉さくら（１年）
63 キロ級　第３位　加藤希望（１年）

 男　子 
 個人戦 

 女　子 
 個人戦 

仙北市包括支援センターから

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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仙
北
市
文
化
祭

仙
北
市
文
化
祭
が
、
角
館
・
田
沢
湖
・
西
木
の

各
地
区
で
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
は
日
頃
の
活

動
成
果
と
し
て
絵
画
や
書
、
手
芸
な
ど
様
々
な

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
活
動
成
果
を
発
表

第14回

　角館小学校金管バンド部「ドリー
ムハーモニー」の演奏でオープニ
ングを迎えた今年の文化祭には、
公民大学や各種サークル、角館地
区認定こども園・保育園、シルバー
人材センターなど多くの方々の力
作が会場いっぱいに展示され、翌
６日には、芸術文化協会員による
芸能発表が行われました。また、
茶道連盟の荒川宗周社中（５日）、
草彅普信社中（６日）の呈茶のお
もてなしや、有志による食堂も開
設され市内外から訪れた多くの来
場者で賑わいました。

【角館地区】

オープニングセレモニーでの演奏。

10 月 5 日・6 日（角館交流センター）

日頃の練習の成果を披露。

【田沢湖地区】10 月 26 日・27 日（生保内市民体育館）

会場いっぱいに色々な作品が展示されました。

　太極拳教室の方々による演舞で始まった西木地
区文化祭には、地域市民から寄せられた様々な作
品が多数展示され、恒例の有志による呈茶のおも
てなしやバルーンアートの実演、折り紙体験コー
ナーなどが設けられ地域の皆さんが楽しそうに交
流を深めていました。今年は、会場に大型スクリー
ンが設置され、西木地区の「ささら」や「神楽」
の DVD を映し出し、来場者から大変な好評をいた
だきました。
　また、多目的ホールでは、今年度の生保内節全国
大会で優勝した吉田友音さんの唄や西木地区の 18
団体による芸能発表に続き、最後はコーラスグルー
プと来場者がピアノの演奏に合わせ「仙北市民歌」
を合唱するなど、会場は大いに盛り上がりました。

【西木地区】

多くの方が訪れた折り紙体験コーナー。

11 月 3 日
（西木温泉ふれあいプラザクリオン多目的ホール・隣接体育館）

太極拳教室の皆さんによる演舞。

呈茶のおもてなし。

　田沢湖地区で活動され
ている芸術文化団体や個
人、認定こども園や小学
生の作品が多数展示され
ました。また、恒例の鈴
木晋通社中（26 日）、畠
山森抱社中（27 日）の呈
茶のおもてなしをはじめ、
朝採り野菜やおやきなど
の販売、七宝焼きサーク
ルや生涯学習奨励員によ
る手作り体験コーナーな
どが設けられ、両日とも
大いに賑わいました。

　
気
象
庁
が
先
頃
発
表
し
た
今
冬
の
降
雪
予
測

は
、「
暖
冬
で
平
年
よ
り
も
少
な
め
」と
の
こ
と

で
す
。
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
で
も
…
、
雪

が
少
な
い
こ
と
で
仕
事
が
減
っ
て
、
そ
れ
が
経

営
圧
迫
の
要
因
に
な
る
業
界
も
あ
り
ま
す
。
ス

キ
ー
場
や
除
雪
・
排
雪
作
業
に
あ
た
る
事
業
所

な
ど
で
は
、
切
実
な
関
心
事
で
し
ょ
う
。
一
方

で
、
極
端
に
少
な
い
と
春
に
な
っ
て
か
ら
水
不

足
も
心
配
で
す
。
農
業
者
に
と
っ
て
死
活
問
題

で
す
。
市
の
お
財
布
事
情
を
考
え
れ
ば
、
も
ち

ろ
ん
少
な
い
方
が
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
こ

ち
ら
を
立
て
れ
ば
向
こ
う
様
が
立
た
ず
で
す
。

世
の
中
、
結
構
こ
ん
な
バ
ラ
ン
ス
で
で
き
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ど
う
か
塩
梅
よ
く

降
っ
て
も
ら
い
た
い
と
…
。

　
秋
田
県
内
で
は
、
昔
か
ら
ア
ネ
コ
ム
シ（
カ

メ
ム
シ
・
ヒ
メ
コ
ム
シ
・
ヘ
ッ
ピ
リ
ム
シ
）が

多
い
と
大
雪
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
我
が
家
は
本
当
に
多
く
、
シ
ャ
ツ
を
着
る

と
き
な
ど
最
大
注
意
が
必
要
で
す
。
林
地
や
里

山
に
建
つ
、
風
通
し
の
よ
い
家
な
ど
は
多
い
も

ん
だ
と
聞
き
諦
め
て
も
い
ま
す
。
そ
し
て
寒
い

冬
を
生
き
抜
く
同
士
と
し
て
、
多
少
の
仲
間
意

識
も
感
じ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ア
ネ
コ
ム
シ
の

大
雪
予
測
能
力
を
何
と
な
く
信
じ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
カ
マ
キ
リ
も
大
雪
を
予
測
す
る

力
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
カ
マ
キ
リ
の

巣
が
草
や
木
の
枝
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
大

雪
、
低
い
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
雪
は
少
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
様
々
な
会
で
ご
来
場

の
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
す
る
と
、「
去

年
と
同
じ
だ
っ
た
」と
か
、「
今
年
は
巣
を
見
な

か
っ
た
」と
か
、「
冬
は
雪
が
降
る
も
ん
だ
」と

か
、
ほ
と
ん
ど
説
得
力
の
あ
る
証
言
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
み
た
ら
、
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
カ
マ
キ
リ

の
大
雪
予
測
能
力
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
分
析

を
試
み
た
学
者
さ
ん
の
何
と
多
い
こ
と
か
…
。

し
か
し
、
私
が
見
る
限
り
こ
の
説
も
賛
否
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
マ
キ
リ
の
巣
の
大
雪
予
測
を
ブ
ロ
グ

に
書
い
た
ら
、
カ
マ
キ
リ
の
巣
を
見
た
い
、
そ

れ
は
毎
年
同
じ
場
所
に
あ
る
の
か
、
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
が
複
数
件
あ
り
ま
し
た
。
少
し
悪
ノ

リ
し
て
、
大
雪
予
測
カ
マ
キ
リ
の
巣
探
検
ツ

ア
ー
を
検
討
し
て
い
る
と
回
答
し
た
ら
、「
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
」と
の
返
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
気
象
庁
が
正
し
い
か
、
ア
ネ
コ
ム
シ
が
正
し

い
か
、
そ
れ
と
も
カ
マ
キ
リ
が
正
し
い
か
、
そ

れ
は
来
春
に
な
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
ア
ネ
コ
ム
シ
は
知
っ
て
い
る
』

まちづくり
市長の

日　記
No.163

　
紅
葉
を
長
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
今

年
の
秋
は
、
た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ
ア
が
仙

北
市
に
撮
影
に
訪
れ
ま
し
た
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
グ
ラ
ビ

ア
ス
チ
ー
ル
撮
影
と
多
岐
に
わ
た
る
支
援

を
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｓ
テ
レ
東
で
毎
週
火
曜
日
に
放
送
さ

れ
て
い
るN

EXCO

東
日
本
提
供
の「M

Y 
BEST W

AY

」と
い
う
番
組
が
あ
り
ま

す
。
レ
ポ
ー
タ
ー
の
川
又
智
菜
美
さ
ん
が

N
EXCO

東
日
本
の
高
速
道
路
を
利
用
し

て
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、

途
中
Ｓ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
に
立
ち
寄
り
、
人
気
の

料
理
や
お
土
産
を
レ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に

高
速
道
路
を
利
用
し
て
行
け
る
観
光
名
所

な
ど
も
紹
介
す
る
こ
と
で
高
速
道
路
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
角
館
で
は
川
又
さ
ん
が
人
力
車
に
乗
っ

て
武
家
屋
敷
を
め
ぐ
っ
た
り
、
食
堂
い
な

ほ
で
秋
田
の
郷
土
料
理
を
味
わ
っ
た
り

と
、
角
館
町
の
魅
力
が
存
分
に
伝
わ
っ
て

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

い
ま
す
。

　
撮
影
の
際
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
道
行
く
人

に
番
組
の
情
報
の
掲
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
を

配
り
、
積
極
的
に
番
組
を
宣
伝
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
番
組
公
開
ま
で
情
報
が
外

部
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
撮
影
側
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

宣
伝
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
で
、
仙
北
市
観
光
課

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
拡
散
し
ま
し
た
。

　
番
組
は
11
月
26
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た

が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
情
報
を
知
り
、

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
「M

Y BEST W
AY

」番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w

w
.e-nexco.co.jp/

m
ybestw

ay/

）か
ら
1
年
間
は
ア
ー
カ

イ
ブ
と
し
て
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
方
に
高
速
道
路
を
利
用
し
た
ド
ラ

イ
ブ
で
仙
北
市
を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）紅葉の武家屋敷で撮影中。
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「
命
を
つ
な
ぐ
税
金
」

　
「
税
金
っ
て
払
っ
て
い
い
こ
と

な
ん
て
あ
る
の
？
」
私
は
ぼ
そ
り

と
言
っ
た
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
命
に
関
わ
る

仕
事
を
す
る
こ
と
だ
。
あ
る
日
、

母
が
医
者
の
本
を
買
っ
て
き
て
く

れ
た
。「
あ
ん
た
こ
う
い
う
本
読

ん
ど
い
た
ほ
う
が
い
い
よ
」
母
に

勧
め
ら
れ
て
そ
の
本
を
読
み
始
め

た
。
本
を
読
ん
で
い
く
と
、
重
傷

患
者
が
救
急
車
か
ら
運
ば
れ
て
来

て
、
医
者
た
ち
が
緊
迫
し
た
様
子

の
場
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
場
面
で
、

あ
る
医
者
が
言
っ
た
。「
一
分
一

秒
で
も
遅
れ
る
と
救
え
な
い
命
だ

っ
て
あ
る
ん
だ
ぞ
。
気
を
抜
く

な
」
私
は
そ
ん
な
に
短
い
時
間
で

も
、
落
と
し
て
し
ま
う
命
が
あ
る

の
だ
な
。と
思
っ
た
。「
お
母
さ
ん
、

こ
の
本
お
も
し
ろ
い
よ
。
見
て
こ

こ
、
一
分
一
秒
で
も
遅
れ
る
と
救

え
な
い
命
が
あ
る
ん
だ
っ
て
」
母

は
「
そ
う
だ
よ
。
お
医
者
さ
ん
た

ち
は
こ
ん
な
に
少
し
の
時
間
で
も

大
切
に
し
て
一
生
懸
命
治
療
し
て

い
る
ん
だ
よ
」「
そ
う
い
え
ば
あ

ん
た
税
金
っ
て
払
っ
て
い
い
こ
と

な
ん
て
あ
る
の
み
た
い
な
こ
と
言

っ
て
な
か
っ
た
？
」
ぼ
そ
っ
と
言

っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
母
に
は

聞
こ
え
て
い
た
よ
う
だ
。「
救
急

車
を
呼
ぶ
と
き
の
お
金
は
税
金
か

ら
出
て
る
ん
だ
よ
」
え
？
今
な
ん

て
言
っ
た
？
救
急
車
っ
て
税
金

で
？
驚
く
と
同
時
に
こ
ん
な
こ
と

が
頭
に
浮
か
ん
だ
。「
も
し
税
金

が
な
い
と
命
を
救
え
な
い
っ
て
い

う
こ
と
に
な
る
？
」

　
確
か
に
そ
う
だ
。
税
金
が
な
い

＝
救
急
車
が
呼
べ
な
い
の
だ
か

ら
、
病
院
に
患
者
さ
ん
を
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
。
必
死
に
生
き
よ

う
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
を
救
え

な
い
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
に
悔

し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
私
が
医
者
の

立
場
だ
と
し
た
ら
、
救
急
車
を
呼

べ
ず
、
治
療
も
で
き
ず
に
息
絶
え

て
い
く
患
者
さ
ん
を
見
る
な
ん
て

と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
救
急
車
の
大
切
さ
、
そ
し
て

税
金
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
私
は
税
金
は
「
払
う
だ
け
」
の

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

税
金
は
救
急
車
を
呼
ぶ
た
め
の
費

用
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
、
税
金
は
「
命
を
つ
な
ぐ
も
の
」

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
税
金
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
税
金
は
私
達
が

勉
強
に
使
っ
て
い
る
教
科
書
や
道

路
、
信
号
、
橋
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ど
れ

も
私
達
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
ば

か
り
だ
。
税
金
が
な
い
と
私
達
の

生
活
は
不
便
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、

生
活
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
、
税
金
に
感
謝

し
な
が
ら
納
め
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
税
金
は
私
達
の
「
命
を
つ
な

ぐ
も
の
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

永
井　
一
花
さ
ん

　
　
（
生
保
内
中
学
校
１
年
）

税についての作文

　

仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
主

催
の
小
学
生
の
「
税
に
関
す
る
習
字
」

で
、
石
川
才
稀
さ
ん
（
神
代
小
学
校

５
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

に
関
す
る

習
字

　

最
優
秀
賞
以
外
の
入
選
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
氏
名
の
表
記
は
原
文
の
ま

ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

 

金
賞 

／
村
岡
ひ
ま
り
（
角
館

小
学
校
２
年
）、山
口
海
嘉（
神

代
小
学
校
４
年
）、村
田
藍（
生

保
内
小
学
校
６
年
）

 

銀
賞 

／
や
つ
や
な
ぎ
わ
か

（
角
館
小
学
校
２
年
）、
新
山

心
結（
西
明
寺
小
学
校
４
年
）、

関
谷
菜
桜
（
同
）、
佐
々
木
心

（
角
館
小
学
校
５
年
）

 

銅
賞 

／
す
ず
木
こ
こ
ろ
（
角

館
小
学
校
２
年
）、
門
脇
せ
ら

（
同
）、
堀
井
柚
香
（
中
川
小

学
校
３
年
）、村
岡
す
み
れ（
角

館
小
学
校
５
年
）、
倉
橋
華
月

（
同
６
年
）

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が共催で募集していた中学生の 「税についての作文」 で、 永井一花さん （生保

内中学校１年） の作品 「命をつなぐ税金」 が大曲地区税務団体協議会長賞、 菊田大智さん （西明寺中学校３年） の

作品 「誰かのために税」 が仙北市納税貯蓄組合連合会長賞を受賞しましたので、全文 （原文のまま） をご紹介します。

税

　
「
誰
か
の
た
め
に
税
」

　
あ
る
日
の
朝
の
会
の
こ
と
。
私

の
ク
ラ
ス
に
は
「
コ
ロ
コ
ロ
ト
ー

キ
ン
グ
」
と
い
う
日
直
が
サ
イ
コ

ロ
を
振
っ
て
出
た
目
の
お
題
に
そ

っ
て
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
コ

ー
ナ
ー
が
あ
る
。
そ
の
日
の
お
題

は
「
も
し
も
私
が
首
相
に
な
っ
た

ら
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
日
直

は
「
私
が
首
相
に
な
っ
た
ら
税
金

を
零
％
に
し
ま
す
」
と
言
っ
た
。

こ
れ
か
ら
税
率
が
八
％
か
ら
十
％

に
上
が
る
こ
と
も
あ
る
せ
い
か
、

「
お
ぉ
！
」
や
「
是
非
！
」
な
ど

の
賛
同
の
声
が
聞
こ
え
た
。

　
税
に
つ
い
て
特
に
興
味
を
持
た

な
い
僕
は
な
ぜ
税
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
の
か
す
ら
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。
す

る
と
、
主
な
理
由
は
少
子
高
齢
化

に
よ
り
医
療
費
や
年
金
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
た
税
を
さ
ら
に
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
今
ま
で
は
何
と

な
く
「
な
ん
で
税
金
な
ん
て
あ
る

ん
だ
よ
！
」
と
思
っ
て
い
た
自
分

が
恥
ず
か
し
く
思
え
る
。

　
税
金
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
が
、
プ
ラ

ス
で
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ

う
だ
。
日
直
に
対
し
て
先
生
は「
俺

は
税
金
が
い
く
ら
高
く
な
っ
て
も

誰
か
の
た
め
に
な
っ
て
る
っ
て
考

え
た
ら
嫌
じ
ゃ
な
い
け
ど
な
ぁ
」

と
言
っ
た
の
だ
。
聞
い
た
直
後
は

と
て
も
驚
い
た
。
し
か
し
、
よ
く

考
え
て
み
る
と
正
し
く
て
、
あ
る

意
味
一
つ
の
社
会
貢
献
だ
と
思
え

て
き
た
。
払
っ
た
税
金
は
お
年
寄

り
の
方
だ
け
で
な
く
、
も
し
も
自

分
が
大
き
な
け
が
を
し
て
し
ま
っ

た
時
の
医
療
費
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
増
税
の
理

由
の
一
つ
の
少
子
高
齢
化
の
要
因

の
一
つ
に
教
育
費
の
高
さ
が
あ
る

と
思
う
が
、
税
金
は
子
育
て
支
援

に
も
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
う

い
っ
た
問
題
に
困
っ
て
い
る
家
庭

の
手
助
け
に
も
な
り
、
少
子
化
問

題
も
改
善
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
く
調

べ
て
み
る
と
良
い
事
づ
く
し
な
税

金
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
先
生

は
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

　
こ
の
話
を
親
戚
の
お
じ
さ
ん
に

話
す
と
、「
そ
う
。
だ
が
ら
俺
が

た
ば
こ
を
買
う
と
い
う
行
為
も
社

会
貢
献
の
一
つ
な
ん
だ
よ
」
と
自

慢
げ
に
い
わ
れ
た
。
私
は
ま
だ
中

学
校
三
年
生
で
買
い
も
の
は
あ
ま

り
し
な
い
の
だ
が
、
も
う
少
し
大

人
に
な
っ
て
友
だ
ち
と
お
出
か
け

す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、「
た
か

が
十
％
の
税
金
」
と
ケ
チ
ケ
チ
せ

ず
お
じ
さ
ん
の
よ
う
に
自
慢
げ
に

「
私
は
今
、
こ
の
商
品
の
十
％
分

の
金
額
を
国
に
募
金
し
、
社
会
貢

献
に
努
め
て
い
る
の
だ
！
」
と
気

持
ち
よ
く
買
い
物
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
う
。
税
金
に
つ

い
て
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
多
い
と
は
思
う
が
、
今
回
こ
の

作
文
を
通
し
て
興
味
を
も
つ
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
税
金

に
対
す
る
プ
ラ
ス
な
考
え
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 

菊
田　
大
智
さ
ん

　
　
（
西
明
寺
中
学
校
３
年
）

入
選おめ

で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

最
優
秀
賞

2019-12-16

のこと考えてみよう税

税
右
か
ら
仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
高
橋

達
会
長
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
石
川
才
稀
さ

ん
、
照
井
政
裕
校
長
。
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　市の民生児童委員・主任児童委員が、11 月 30 日の任期満了に伴って改選され
ました。今回の改選では、新たに 10 人と再任 88 人が厚生労働大臣から委員に
委嘱され、12 月 2 日、委嘱状の伝達式が行われました。
　担当する区域の皆さんから、生活するうえでの困りごとや子育てに関するお悩
みなど、自分 1 人では解決できないような問題を聞き、その解決のためのお手伝
いをします。場合によっては、行政機関や関係する専門機関との連絡調整役も果
たしてくれます。相談内容についての秘密は、固く守られますので、お気軽にご
相談ください。
　なお、委嘱された皆さんの任期は、令和 4 年 11 月 30 日までの 3 年間となっ
ています。

担当地域名

お名前
　（住所）
☎電話番号

鎧畑  坂下

中本　義範
（田沢字鎧畑）

☎ 42-2623

打野  谷地村  大山

千葉　寛治
（田沢字打野）

☎ 42-2241

西村  見附田
仲村  前通

高橋　英幸
（田沢字寺下）

☎ 42-2424

銅屋  先達

小野　喜一
（田沢字供養佛）

☎ 42-2095

田沢湖高原  高野

柴田　英孝
（生保内字下高野）

☎ 46-2457

春山  石神  造道

田口　真紀子
（生保内字上石神）

☎ 43-1734

中生保内上・下  山居

佐川　隆雄
（生保内字黒沢）

☎ 43-2873

上滝沢  武蔵野の一部

髙𣘺　一恵
（生保内字上滝沢）

☎ 43-2273

武蔵野上 1・2

小室　良子
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0107

武蔵野上 3・4

伊藤　雅英
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0398

武蔵野下 1・2

高藤　孝子
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0134

武蔵野下 3

石橋　邦宏
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0684

武蔵野下 4

佐々木　裕子
（生保内字武蔵野）

☎ 43-1537

武蔵野下 5

坂本　満子
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0744

新町営住宅  柳沢・大杉沢団地
仙岩団地  栄町

青柳　玲
（生保内字武蔵野）

☎ 43-0149

男坂上・下  
横町の一部

佐々木　みち 新
（生保内字街道ノ上）

☎ 43-1162

駅前  宿北  宿南の一部
浮世坂団地  横町の一部
柴田　栄子

（生保内字浮世坂）
☎ 43-0359

沼田  宿南  横町の一部
久保  野中団地

髙橋　法子
（生保内字久保）

☎ 43-0327

手倉  相内  田向  
野村の一部

坂本　久子 新
（生保内字小杉沢口）

☎ 090-5593-7113

赤石  堂田  四十程
野村の一部

田村　美紀子
（生保内字四十程）

☎ 43-2677

雁治塚  船場  刺巻  明平

田村　忠正 新
（刺巻字大道）

☎ 43-2614

田子の木  大沢

千葉　憲友 新
（潟字蛭児堂）

☎ 43-2722

城廻  本町  羽根ヶ台
熊野林  田中

小田嶋　愛子
（小松字本町）

☎ 44-2157

七ッ関  下道  赤平
太田  六丁野  中関

佐藤　厚子
（角館東前郷字杉林）

☎ 44-2742

院内上・下
鎌川上・下  手習石

清水　泰彦
（岡崎字大屋敷）

☎ 44-3518

国館上・下  谷地川上・下  
野中清水

佐藤　節子
（神代字板屋）

☎ 44-3185

生田上・中・下
生田松原  下荒川尻

小林　正廣
（神代字三本塚）

☎ 44-2953

神代中央通  中野  柏林  
荒川尻 1~3  戸狩野

高橋　孝太郎
（神代字堂ノ後）

☎ 44-2041

上森腰 1~4  下森腰 1~4  
大船  東田

船山　直彦
（梅沢字森腰）

☎ 44-2806

出口  柴倉  真崎野
上卒田  真崎

真崎　廣子
（卒田字沖田）

☎ 44-2661

荒町 1~4  大石野

能美　求
（卒田字大石野）

☎ 44-3565

大荒田  早稲田  黒倉
抱返り  わらび座

草彅　良子
（卒田字早稲田）

☎ 44-2624

田沢  生保内

堀川　満喜子 主
（田沢字寺下）

☎ 42-2323

神代

藤村　志美子 主
（神代字古館野）

☎ 44-3082

表町  川原町  歩行町

佐賀　㓛
（北野）

☎ 55-4584

細越町  谷地町  裏町
山根町上・下丁

髙橋　紀子
（山根町）

☎ 54-1251

東勝楽丁  七日町
小人町  横町西  旭会

佐々木　正己
（七日町）

☎ 55-4258

下新町  南高通り
中町  下中町

中嶋　廣子
（中町）

☎ 53-2819

上新町  東部横町
岩瀬町  栄町

村井　 寿子
（上新町）

☎ 54-4139

西勝楽町  大横丁
下屋敷  小館

髙根　貞緒
（西勝楽町）

☎ 53-2842

下岩瀬町  田町上・下丁
あたりや通り  田町３・４区

齊藤　美喜子
（田町下丁）

☎ 54-2818

竹原町  下竹原町
水ノ目沢

佐藤　幸子
（竹原町）

☎ 53-3851

岩瀬上・本・中丁
勝楽  上野の一部

戸澤　裕一
（岩瀬）

☎ 53-2376

上野

千葉　君子
（上野）

☎ 53-2391

12 月 2 日、門脇市長から 3 地区の会長
へ委嘱状の伝達が行われました。（左か
ら角館地区・佐藤義直会長、田沢湖地区・
高藤孝子会長、西木地区・佐藤一会長）

　問合せ／仙北市社会福祉課　☎ 43-2288　　　　　　　

新 新任
主 主任児童委員

＼ 1 人で悩まず 抱え込まず　私たちにご相談ください！／

民生児童委員・主任児童委員
民生児童委員・主任児童委員
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岩瀬下タ野  西下タ野

熊谷　純一
（岩瀬下タ野）

☎ 55-1832

駅通り  中菅沢
下菅沢

佐藤　義直
（中菅沢）

☎ 55-1395

外ノ山  菅沢

渡辺　由美子
（中菅沢）

☎ 54-3545

高屋上・下

小林　マリ子
（山谷川崎高屋）

☎ 53-2284

野田  熊堂  古寺

千葉　義孝
（西長野野田）

☎ 55-5492

北沢  寺沢上・下

堀井　英和
（川原寺前）

☎ 55-5346

月見堂  高森  桂渕
稲荷町  鬼壁

永山　良一
（西長野高森）

☎ 55-2464

赤平  若神子  八掛
安久戸

戸澤　恵美子
（川原若神子）

☎ 55-4593

竹市  竹市野  中村

鈴木　重由
（下延太田前沢田）

☎ 54-1306

上菅沢  金山下
菅沢住宅 1・2

戸澤　一子
（上菅沢）

☎ 53-2349

小勝田上村  中村
鵜ノ崎川原  川原

大澤　明美 新
（川原三月三日）

☎ 55-2905

大畑  大瀬蔵野
切欠田

鈴木　妙子
（下延大瀬蔵野）

☎ 55-2991

寿楽荘通り  下川原  大中嶋
菅沢住宅 3・4・5・６

佐々木　久悦
（大中嶋）

☎ 55-5691

小勝田下村  下川原
小倉前

入江　和子
（小勝田下村）

☎ 54-4037

八割全域

菅𠩤　幸子
（八割西ヶ沢）

☎ 55-2402

寺後  入角山  前郷上

桃園　豊弘
（白岩前郷）

☎ 55-1497

荒屋敷  小倉通り
西野川原西部

山形　美和子
（雲然荒屋敷）

☎ 53-2512

西野川原
小勝田中川原南

茂木　雅宏 新
（小勝田中川原）

☎ 54-3577

小勝田下川原
小勝田中川原中央

吉田　愼一
（小勝田中川原）

☎ 53-2381

雫田  大場  山谷  
黒森  野原

田口　俊一
（山谷川崎大場）

☎ 55-1704

黒沢上・下

黒澤　啓子
（山谷川崎黒沢）

☎ 55-4031

田頭  上碇  下碇

髙橋　花子
（雲然碇）

☎ 55-1477

田中  田中住宅
上町屋  下町屋

菅原　和幸 新
（雲然下町屋）

☎ 55-4394

古米沢  川下田  中泊

伊藤　一長
（西長野上野）

☎ 55-4254

高屋敷  平城  前郷下

下田　三千雄
（白岩前郷）

☎ 53-2485

堂野口  上花園
碇メ石

髙橋　智栄
（広久内水神柳）

☎ 55-2372

釣田上・下

菅原　和夫
（薗田銭神）

☎ 55-2781

下花園上・下

雲雀　洯
（薗田別当村）

☎ 55-2802

後村  浜上
中川原上・下

佐藤　説子
（広久内夜蚊台）

☎ 55-4544

浜下  下タ町上・下

佐々木　弘一
（広久内大川原）

☎ 55-4681

角館中学校・小学校

橋本　智美 主
（岩瀬）

☎ 55-5239

白岩

鈴木　千春 新
（薗田銭神）

☎ 54-4522

角館中学校・小学校
中川

髙橋　千年世 主
（小勝田松ヶ崎）

☎ 55-2478

戸沢・鳥屋森

藤島　絹雄
（上桧木内字鳥屋森）

☎ 49-2446

桧木内

赤上　久美子 新
（桧木内字長戸呂）

☎ 48-2225

西明寺

八柳　久美子 新
（小山田字八津）

☎ 47-2554

主

主

主

民生児童委員・主任児童委員民生児童委員・主任児童委員

小原木・石川原  高野
外谷地

戸澤　明美
（小山田字沢口）

☎ 47-2456

宮田  後川  落合

佐藤　思公
（小渕野字後川）

☎ 47-2403

佐曽田  堂村  荒町

鈴木　淳子
（西明寺字宮田）

☎ 47-2248

長戸呂  下田  久保

橘　貞子
（桧木内字長戸呂）

☎ 48-2567

吉田  小波内  相内
相内潟

高橋　昇治
（桧木内字小波内）

☎ 48-2101

六本杉  漆原

西宮　久子
（門屋字六本杉）

☎ 47-2057

西荒井  塚野腰

石郷岡　宗幸
（西荒井字荒田）

☎ 47-2630

上門屋  屋敷田  入江
道目木

佐藤　一
（門屋字道目木）

☎ 47-2043

中里  小滝

門脇　隆明
（桧木内字小滝）

☎ 48-2358

堀内  三共

鈴木　重憲
（上桧木内字堀内）

☎ 49-2028

松葉  橋掛通

浅利　満子
（桧木内字松葉）

☎ 48-2925

小山寺  鎌足  八津
小沢口  堀之内  林崎

齋藤　榮二
（小山田字堀之内）

☎ 47-3078 

潟尻  潟野  十二峠

沢山　節子
（西明寺字梨子木台）

☎ 47-2148

古掘田  下橋元  中組
寺村  西野

齋藤　和美
（上荒井字新屋）

☎ 47-2686 

比内沢  宮田
浦子内上

鈴木　順子
（上桧木内字横枕）

☎ 49-2305

木田  相沢  大台野
大台野開

武藤　和子
（桧木内字大台野開）

☎ 48-2913

高屋  畑中  山口

武藤　晴子
（桧木内字高屋）

☎ 48-2024 

山崎  小白川  袖野
小渕野

佐藤　くみ子
（上荒井字寺村）

☎ 47-2485
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ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
令
和
2
年
1
月
6
日
㈪
納
期
限
の
税
目
／

 

▼
市
県
民
税　
第
４
期
分

 

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
６
期
分

 

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第
６
期
分

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日（
１
月
６
日
）で

す
の
で
、
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
を
持
参
し
て
い
な
い
場
合
は
お
受

け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
26
日
㈭ 

17
時
15
分
～
19
時

月
末
開
設
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
！

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
２
３

【問合せ】 《戸籍関係》市民生活課市民係（角館庁舎） ☎43-3307
　　　　　 《ごみ関係》
　　　　　市民生活課環境保全係（角館庁舎）   ☎43-3308
　　　　　大曲仙北広域北部ごみ処理センター ☎54-3305

末年始の各種証明書・届け出と
ごみの受け入れおよび各施設の
業務案内について

年

 各種証明書、戸籍の届け出 
　12月28日㈯から 1月5日㈰の期間中は各種証明書の発
行ができませんので、必要な証明書などの請求、各種手続
きはお早めに済ませてくださるようお願いします。 
　なお、戸籍届出（死亡届他）の窓口は休日、祝日、夜間
体制で通常どおり受付します（夜間受付窓口は角館庁舎）。 
※マイナンバーカードをお持ちの方は、住民票と印鑑証明につい
て 12月28日㈯、1月4日㈯、5日㈰はコンビニ交付サービスを
受けることができます。

 ごみの受け入れについて 
　12月30日㈪、31日㈫の２日間、大曲仙北広域北部ご
み処理センターでは、次のとおり個人で搬入されたごみの
受け入れを行います。

▼受付時間…8:30 ～ 16:30

▼受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（缶・ペット
　ボトル・古紙類）、粗大ごみ
※年始は 1月６日㈪から通常どおり受け入れします。
※各地区のごみの収集日は、「家庭ごみ収集カレンダー」をご確認

ください。
※一般廃棄物最終処分場は 12月28日㈯から 1月5日㈰まで搬

入できません。

　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
実
習
や
講
座
を
通
じ
て
営
農
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
先
と
研
修
コ
ー
ス
／

 

▼
県
農
業
試
験
場（
作
物
、
野
菜
、
花
き
）

 

▼
県
果
樹
試
験
場（
り
ん
ご
、
梨
な
ど
）

 

▼
県
畜
産
試
験
場（
肉
用
牛
、
酪
農
）

●
研
修
期
間
／
令
和
2
年
4
月
～
令
和
4

年
3
月

未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】農
業
振
興
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
０
６

●
応
募
資
格
／

 

▼
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
で
農

業
で
自
立
す
る
意
欲
が
高
い
こ
と

 

▼
研
修
終
了
後
に
県
内
で
就
農
す
る
こ
と

 

▼
原
則
50
歳
未
満
の
方

●
募
集
期
限
／
令
和
２
年
１
月
17
日
㈮

●
応
募
方
法
／
農
業
振
興
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種
／

 

▼
看
護
補
助（
介
護
職
員
）フ
ル
タ
イ
ム

 

▼
看
護
補
助（
介
護
職
員
）パ
ー
ト
タ
イ
ム

●
業
務
内
容
／
病
棟
介
護
業
務（
資
格
不

問
）

●
募
集
人
数
／
２
人

●
雇
用
期
間
／
採
用
日
～
令
和
２
年
３
月
31

仙
北
市
病
院
事
業
臨
時
職
員
（
市
立
田
沢
湖
病
院
）
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
田
沢
湖
病
院（
田
沢
湖
生
保
内
） 

☎（
43
）１
１
３
１

日
ま
で（
以
降
も
雇
用
の
可
能
性
あ
り
）

●
選
考
方
法
／
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
紹
介

状
と
履
歴
書
を
市
立
田
沢
湖
病
院
へ
持
参

し
て
く
だ
さ
い（
平
日
の
み
）。

●
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
求
人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
も
各
学
校
を
通
じ
て
仙
北
市
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／

 

▼
仙
北
市
内
の
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
児

童
・
生
徒

 

▼
角
館
高
校
に
通
っ
て
い
る
生
徒

●
対
象
図
書
／

 

▼
自
由
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
教
科
書
・
副

読
本
・
漫
画
は
除
き
ま
す
。

 

▼「
新
潮
文
庫
賞
」は
、
新
潮
社
か
ら
出
版

さ
れ
た
本
を
読
ん
で
書
か
れ
た
作
品
の

中
か
ら
選
出
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／

 

▼
在
籍
す
る
学
校
を
通
じ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。（
学
校
の
締
切
を
守
っ
て
直
接
学

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館（
角
館
町
田
町
） 

☎（
43
）３
３
３
３

校
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。）

 

▼
題
名
・
氏
名
・
学
校
名
な
ど
は
応
募
用
紙

に
記
入
し
、
原
稿
用
紙
に
は
本
文
の
み

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
は
、
12
月
29

日
㈰
～
12
月
31
日
㈫
は
年
末
の
た
め
休
館
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
は

休
館
で
す
。

 各施設の業務案内 　※不明な点は各施設にお問い合わせください。

施設名 開庁（館）時間 28日
㈯

29日
㈰

30日
㈪

31日
㈫

１日
㈬

２日
㈭

３日
㈮

４日
㈯

５日
㈰

▼市役所 各庁舎・各出張所
8:30 ～ 17:15

（各庁舎のみ日直が
対応します）

休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼各公民館・総合開発センター
8:30 ～ 22:00

（桧木内地区公民館
は 21:00 まで）

休 休 休 休 休 休

※12月28日、1月4日、5日は職員は不在ですが施設は開放しています。

▼角館東地区公民館

▼角館東地区体育館
休 休 休 休 休 休 休 休 休

8:30 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休

※体育館は 12月28日、1月4日、5日は職員は不在ですが施設は開放しています。

▼北部ごみ処理センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休 休 休

▼仙北市民会館 9:00 ～ 22:00 休 休 休 休 休 休 休

▼田沢湖図書館 9:00 ～ 18:00
（5日は 17:00 まで）

休 休 休 休 休 休 休 休

▼学習資料館（総合情報センター内） 9:00 ～ 19:00
（5日は 17:00 まで） 休 休 休 休 休 休 休 休

▼市立田沢湖病院 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼市立角館総合病院 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※年末年始期間中は救急外来（24時間救急体制）のみ実施します ( クレジットカードでの医療費の支払いはできかねます）。また、院内の売店、
レストラン、ATM なども休業予定です。人工透析は一部実施しますので、詳細は透析室へお問い合わせください。

▼仙北市堆肥センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休

▼角館樺細工伝承館

▼角館町平福記念美術館
9:00 ～ 16:30

（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休 休 休

▼新潮社記念文学館 9:00 ～ 16:30
（入館は 16:00 まで） 休 休 休 休

▼田沢湖クニマス未来館

▼思い出の潟分校
9:00 ～ 16:00 休 休 休 休

休日診療対応

救急対応のみ実施

特別開館

特別開館
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information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

　
市
内
で
も
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布

の
動
き
が
広
が
る
こ
の
頃
、
新
た
な
活
用

方
法
と
し
て
農
作
物
の
生
育
管
理
や
輸
送

の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
春
か
ら
秋
に
か

け
て
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
実
証
成
果
の
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
26
日
㈭ 

13
時
30
分
～
15
時

30
分 ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
水
稲
生
育
調
査
・
農
作
物
運
搬

実
証
成
果
報
告
会

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

●
場
所
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー 

集
会
室

●
入
場
料
／
無
料

●
実
施
事
業
者
／
東
光
鉄
工
株
式
会
社

●
申
込
方
法
／
お
名
前
と
電
話
番
号
を
地

方
創
生
・
総
合
戦
略
室
へ
電
話
、
メ
ー

ル（sousei@
city.sem

boku.akita.
jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
‐
１
３
０
０
）な
ど

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
12
月
25
日
㈬ 

17
時

提
出
、
カ
ー
ド
を
交
付

※
2
人
の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
住
民
票
・

運
転
免
許
証
・
保
険
証
の
い
ず
れ
か
で
、
氏

名
・
生
年
月
日
・
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

の
原
本
か
写
し
が
必
要
で
す
。

※
2
人
と
も
県
外
に
居
住
し
、
ど
ち
ら
も
通
勤
・

通
学
先
が
県
外
で
あ
る
場
合
は
、
交
付
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
県
の
公
式
サ
イ
ト
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

戸
籍
届
出
窓
口
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
郵
送
の
申
請
は
県
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
に
返
信
用
封
筒（
94
円
切
手
を

貼
付
）を
同
封
し
て
次
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
〒
０
１
０-

８
５
７
０　

秋
田
市
山
王

四
丁
目
１-

１　
秋
田
県
あ
き
た
未
来
創
造

部 

次
世
代
・
女
性
活
躍
支
援
課 

調
整
・
結

婚
・
若
者
支
援
班　
（
☎
０
１
８-

８
６
０-

１
５
５
２
）

　
11
月
22
日（
い
い
夫
婦
の
日
）か
ら
、
あ

き
た
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト「Aiskip

」（
あ

い
す
き
っ
ぷ
）の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
結

婚
し
た
新
婚
夫
婦
と
、
こ
れ
か
ら
結
婚
を

予
定
し
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
に
お
配

り
す
る
カ
ー
ド
で
、
有
効
期
限
は
そ
れ
ぞ

れ
１
年
間
で
す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
機
運
の

醸
成
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
な
ど
の

協
賛
に
よ
り
、
秋
田
県
が
県
内
市
町
村
と

協
働
で
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
事
業
で
す
。

協
賛
店
舗
や
優
待
サ
ー
ビ
ス

は
県
の
公
式
サ
イ
ト
「
い
っ

し
ょ
に
ね
っ
と
。」で
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

●
交
付
に
つ
い
て
／
仙
北
市
で
は
、
各
庁

舎
・
各
出
張
所
の
戸
籍
届
出
窓
口
で
交

付
し
て
い
ま
す
。

①
令
和
元
年
11
月
22
日
以
降
に
婚
姻
届
を

提
出
し
た
新
婚
夫
婦
…
婚
姻
届
提
出
時

に
カ
ー
ド
を
交
付

②
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
11

月
21
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
新

婚
夫
婦
…
様
式
第
１
号
の
申
請
書
に
、

2
人
の
本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
窓
口

に
提
出
、
カ
ー
ド
を
交
付

③
婚
姻
届
の
提
出
を
予
定
し
て
い
る
カ
ッ

プ
ル
…
様
式
第
２
号
の
申
請
書
に
、
2

人
の
本
人
確
認
書
類
を
添
え
て
窓
口
に

あ
き
た
結
婚
応
援

パ
ス
ポ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

【
交
付
に
関
す
る
問
合
せ
】市
民
生
活
課

（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
７

新婚の夫婦のカード

結婚前のカップルのカード

協賛店はこのステッカー

が目印です。

　
仙
北
市
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
17
の

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s（
エ

ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）」を
積
極
的
に
推

進
す
る
自
治
体
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
30

年
6
月
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
未
来
都
市
」と
し

て
選
定
さ
れ
、
同
じ
く
東
北
地
方
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
s
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
宮
城
県
東

松
島
市
、
山
形
県
飯
豊
町
と「
東
北
Ｓ
Ｄ

Ｇ
s
未
来
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」を
発
足
し
ま

し
た
。

　
令
和
元
年
度
、
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
未
来

都
市
に
選
定
さ
れ
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市

お
よ
び
福
島
県
郡
山
市
を
加
え
、
東
北
５

市
町
連
携
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
仙
北

市
で
開
催
し
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
世
界
共
通
の
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
。

あ
な
た
も
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
日
時
／
令
和
2
年
１
月
16
日
㈭ 

17
時
～

19
時

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

多
目
的

ホ
ー
ル

●
入
場
料
／
無
料

●
内
容
／
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
共
同
宣
言
・
パ
ネ
ル
展
示

な
ど（
※
詳
細
は
、
広
報
せ
ん
ぼ
く
１

月
１
日
号
へ
掲
載
し
ま
す
。）

●
ゲ
ス
ト
／
日
本
青
年
会
議
所 

少
年
少
女

国
連
大
使　
久
米
川
華
穏
さ
ん（
大
仙

東
北
Ｓ
Ｄ
Ｇ
S
未
来
都
市
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
仙
北
市

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

市
立
平
和
中
学
校
２
年
生
）ほ
か

●
申
込
方
法
／
①
お
名
前
、
②
人
数
、
③

電
話
番
号
、
④
在
住
市
町
村
を
地
方

創
生
・
総
合
戦
略
室
へ
電
話
、
メ
ー
ル

（sousei@
city.sem

boku.akita.
jp

）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
43
‐
１
３
０
０
）な
ど

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
令
和
2
年
１
月
15
日
㈬ 

17

時

　
在
宅
で
就
学
前
の
子
ど
も
を
子
育
て
し

て
い
る
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
、
市
が
指
定
す

る
有
料
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
で
き

る「
サ
ポ
ー
ト
券（
１
万
円
相
当
）」を
無

料
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
方
は
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
で
き
る
方（
申
請
日
時
点
で
次
の

す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
方
）／

 

▼
児
童
お
よ
び
保
護
者
と
も
仙
北
市
に
住

所
を
有
す
る
こ
と

 

▼
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

小
学
校
就
学
前
の
児
童
の
保
護
者

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
方
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
券
の

申
請
を
お
忘
れ
な
く
！

【
問
合
せ
】子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
０

 

▼
認
可
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
認
可

外
保
育
施
設
ま
た
は
幼
稚
園
に
入
所
し

て
い
な
い
児
童
の
保
護
者

 

▼
仙
北
市
保
育
園
入
所
待
機
児
童
等
支
援

事
業
費
補
助
金
の
交
付
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
児
童
の
保
護
者

 

▼
今
年
度
、
一
度
も
申
請
し
て
い
な
い
こ
と

●
申
請
先
／
子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
）、

田
沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出

張
所

※
各
窓
口
に
申
請
書
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
にあ

な
た
の
声
を

　
仙
北
市
で
は
、
仙
北
市
国
民
健
康
保
険

事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
の
う
ち
、

被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
す
る
協
議
会
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
し
、
意
見
の
提
案

な
ど
を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
に
、
広
く
き
め
細
や
か
な

市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
内
容
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
を
代
表
す
る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

 

協
議
会
に
つ
い
て 

●
委
員
の
任
期
／
令
和
２
年
２
月
１
日
～

令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で（
３
年
間
）

●
協
議
会
の
開
催
／
年
３
回（
必
要
に
応

じ
て
追
加
開
催
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

●
委
員
報
酬
／
協
議
会
出
席
時
に
は
報
酬

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

 

募
集
要
領
に
つ
い
て 

●
募
集
人
数
／
３
人

●
応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
満
た
す
方（
た

だ
し
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員

を
除
く
。
ま
た
、
仙
北
市
の
他
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
で
な
い
方
）

 

▼
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方 仙

北
市
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
6

 

▼
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
ま
た
は
そ
の
世
帯
員
の
方

 

▼
満
20
歳
以
上
の
方（
令
和
２
年
１
月
１
日

現
在
）

 

▼
国
民
健
康
保
険
に
関
心
が
あ
る
方

 

▼
平
日（
昼
間
）開
催
の
会
議
に
参
加
で
き

る
方

●
募
集
期
間
／
12
月
18
日
㈬
～
令
和
２
年

１
月
17
日
㈮

●
応
募
方
法
／
市
民
生
活
課
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
書

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。）に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
委
任
状（
承
諾
書
）、
電
話
番
号

を
記
載
の
う
え
、
あ
な
た
が
日
頃
思
う
、

考
え
る「
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
」の

意
見
書（
形
式
な
ど
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
あ
な

た
が
思
う
こ
と
の
箇
条
書
な
ど
で
も
結

構
で
す
。）を
添
え
て
市
民
生
活
課
ま
た

は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で

も
結
構
で
す
。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合

は
募
集
期
間
内
必
着
の
こ
と
。）

※
応
募
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

応
募
さ
れ
た
方
の
個
人
情
報
は
選
考
以
外
の

目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
郵
送
先
／

　

 

〒
０
１
４-

０
３
９
２ 

仙
北
市
角
館
町

東
勝
楽
丁
19
番
地　
仙
北
市
市
民
福
祉

部
市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係
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ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●募集住宅

住宅名 住所 規格 階数 月額家賃 月額駐車料金

菅沢住宅2-17
（築42年） 角館町菅沢46-2 3DK 3階建

3階
15,100円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅3-35
（築41年） 角館町菅沢42-61 3LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅4-51
（築41年） 角館町菅沢42-61 2LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅5-66
（築40年） 角館町菅沢46-1 3DK 3階建

3階
16,300円から

（所得額による）
駐車場なし

公園南団地1-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

1階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-2
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

松葉住宅 東201
（築16年） 西木町桧木内字松葉278-2 2LDK 2階建

2階
35,000円 駐車場あり

（駐車料金あり）

ニュータウン塚野腰5 ｰ西
（築20年） 西木町西荒井字塚野腰164-1 3LDK 2階

2戸建
19,100円から

（所得額による）
駐車場あり

（駐車料金あり）
※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用。
※申込は 1世帯1戸限りです。

（
令
和
元
年
度
）市
県
民
税
課
税

証
明
書
各
１
通（
所
得
・
控
除
・
年

税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

本
１
通（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

婚
姻
予
定
者
な
ど
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

受
給
証
明
書 

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
１
通

（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
さ
れ

ま
す（
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

書
類
審
査
の
う
え
、公
開
抽
選（
申

込
人
に
よ
る
く
じ
引
き
）を
行
い

ま
す
。

 

▼
抽
選
日
時
／
令
和
２
年
１
月
７
日

㈫ 

14
時

 

▼
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
２
階 

農
林
研
修
室（
西
木
庁

舎
）

●
入
居
時
期
／
令
和
２
年
１
月
15
日

㈬
～

●
募
集
期
間
／

　
12
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の

条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ

と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と（
婚

姻
の
予
約
者
を
含
む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
は
25
万
９
０
０
０
円
以
下
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
昭

和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
申
込
可
能
な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
松
葉
住
宅
の
月
額
家
賃
に
つ
い
て
は

定
額
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、

募
集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　
建
設
課（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
31
年
度

営住宅の入居者を募集します市 【問合せ】建設課 管理係
（西木庁舎） ☎（43）2295

　

次
の
と
お
り
、
工
事
を
行
う

た
め
に
市
道
の
一
部
通
行
止
め

を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

●
工
事
名
／
田
沢
二
期
農
業
水
利

事
業 

第
二
田
沢
幹
線
用
水
路

北
沢
サ
イ
ホ
ン
建
設
工
事

●
事
業
主
／
農
林
水
産
省 

東
北

農
政
局

●
工
事
目
的
／
田
沢
二
期
農
業
水

利
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
第
二

田
沢
幹
線
用
水
路
の
改
修
を
行

う
も
の
で
す
。

●
工
事
場
所
／
角
館
町
白
岩
地
内

●
工
事
期
間
／
令
和
4
年
3
月
22

日
ま
で

●
通
行
止
め
区
間
／
市
道
笹
台
線

の
一
部

●
通
行
止
め
期
間
／
12
月
15
日
㈰

～
令
和
2
年
3
月
31
日
㈫（
予

定
）

●
受
注
者
連
絡
先
／
㈱
熊
谷
組 

東

北
支
店 

北
沢
サ
イ
ホ
ン
作
業
所

　
☎
０
１
８
７-

57-

４
７
０
０

●
発
注
者
連
絡
先
／
東
北
農
政
局 

田
沢
二
期
農
業
水
利
事
業
所 

☎
０
１
８
７-

66-

３
２
５
５

　
10
月
21
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー
・
各
出
張
所
に
お
い
て
受
付
を
行
っ

た
義
援
金
は
、
３
万
５
１
９
７
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
対
し
、

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
台
風
19
号

災
害
義
援
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

☎（
43
）１
１
１
1

道 

路
通
行
止
め
（
市
道
笹
台
線
の
一
部
）
の
お
知
ら
せ

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
代
表
が
集
っ
て
、「
私

た
ち
の
力
で
つ
く
る
仙
北
市
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
小
・
中
学
生
が
仙
北
市
の
未
来
を
考
え
、

意
見
を
発
表
し
ま
す
。
見
学
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬ 

13
時
30
分

～
16
時

●
場
所
／
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎 

議
場

●
テ
ー
マ
／
仙
北
市
の
未
来
に
つ
い
て「
私
た

ち
の
力
で
つ
く
る
仙
北
市
～
学
校
を
通
し

て
～
」

子
ど
も
議
会
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
問
合
せ
】北
浦
教
育
文
化
研
究
所

（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
７

雲巖寺
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生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　☎43-3383
田沢湖公民館☎43-1061
角館公民館　☎54-1110
西木公民館　☎47-3100

毎
日
の
よ
う
に
外
へ
駆
け
だ
し
て

い
き
ま
す
。
５
年
生
は
給
食
の
片

付
け
が
速
い
の
で
、
歯
磨
き
を
し

た
ら
ダ
ッ
シ
ュ
で
外
へ
出
る
の
だ

と
居
合
わ
せ
た
面
々
が
口
々
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
千
葉
疾
風
さ
ん
は
、「
ワ
ク
ワ
ク

す
る
。
み
ん
な
と
遊
ぶ
気
持
ち
が

が
押
さ
え
ら
れ
な
い
」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
葉
大
我

さ
ん
は
、「
当
て
ら
れ
て
も
チ
ー
ム

で
勝
つ
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
と

第98号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA №98

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
各
講
座
の
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら
17
時
ま

で
、
申
込
・
問
合
せ
先
の
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※「
韓
国
料
理
教
室
」の
み
、
受
付
時
間
は
8
時
30
分

　
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

子どもと接することは少ないのですが、
子どもたちのために頑張っています。

　
一
昨
日
の
雪
が
ま
だ
残
る
11
月

22
日
の
昼
休
み
。
生
保
内
小
学
校

の
裏
庭
に
は
元
気
は
つ
ら
つ
、
５

年
生
の
男
子
た
ち
が
雪
合
戦
を
し

て
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
に
、
当
て
ら
れ
た
ら

負
け
。
当
て
れ
ば
勝
ち
。
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ー
ム
に
は「
大
将
」が
い
て
、

大
将
だ
け
は
２
回
当
て
な
け
れ
ば

勝
ち
に
な
ら
な
い
。

　
天
気
が
よ
け
れ
ば
寒
い
の
な
ん

か
は
へ
っ
ち
ゃ
ら
と
、
昼
休
み
は

　
先
月
は
、
図
書
館
支
援
員
の
活

躍
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今

月
は
情
報
学
習
支
援
員
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
情
報
学
習
支
援
員
と
は
、
仙
北

市
教
育
委
員
会
か
ら
派
遣
さ
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
情
報
教
育

に
関
す
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

市
内
12
校
を
１
人
の
支
援
員
が

回
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
業
務
は
、
多
岐
に
渡
り
ま

す
。
授
業
に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
教

材
を
準
備
し
た
り
、
調
べ
学
習
に

必
要
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
支
援
員
さ
ん
の
作
業
に
よ
り

家
庭
で
作
る
本
場
の
味

　
家
庭
で
も
手
軽
に
作
れ
る
韓
国
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、韓
国
海
苔
巻
き（
キ

ン
パ
）と
肉
や
野
菜
な
ど
の
具
材
を
乗
せ
た
韓

国
の
混
ぜ
ご
飯（
ビ
ビ
ン
バ
）を
作
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
令
和
2
年
１
月
15
日
㈬ 

10
時
～
13
時

●
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

●
講
師
／
朴
敬
姫（
パ
ク
キ
ョ
ン
ヒ
）氏

●
メ
ニ
ュ
ー
／
キ
ン
パ
、
ビ
ビ
ン
バ

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

●
受
講
料
／
８
０
０
円（
材
料
代
）

●
定
員
／
10
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
12
月
17
日
㈫
～
26
日
㈭

※
受
付
時
間
は
、8
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　  

韓 

国
料
理
教
室

お礼の言葉も立派でした。「笑顔を忘れず優しく接します」

　
11
月
19
日
、
白
岩
小
学
校
６
年
生
を
対

象
に
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
仙
北
市
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
平
成
28
年
度
か
ら
仙

北
市
内
小
・
中
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
座
の
テ
ー
マ
は「
認
知
症
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
」「
ど
う
接
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
？
」の
二
つ
で
す
。
分
か
り
や
す
い
説

明
と
楽
し
い
寸
劇
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

45
分
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
講
座
を
受
け

て
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

《
菊
地
玲
衣
さ
ん
》

　
物
忘
れ
と
認
知
症
と
の
違
い
を
今
日

初
め
て
知
っ
た
。
自
分
も
祖
父
母
と
一
緒

に
い
る
の
で
、
た
ま
に
頭
の
運
動
を
し

た
り
し
て
、
も
し
も
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
優
し
く
笑
顔
で
接
し
た
い
。

《
草
彅
徹
平
さ
ん
》

　
劇
を
観
て
、
優
し
く
接
す
れ
ば
お
年
寄

り
も
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
て
仲
良
く
過
ご

せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
認
知
症
は
誰
で

も
起
こ
る
と
分
か
っ
た
の
で
、
も
し
家
族

が
な
っ
た
ら
、
笑
顔
で
接
し
、
み
ん
な
で

仲
良
く
過
ご
し
た
い
と
思
う
。

《
草
彅
俠
壱
さ
ん
》

　
お
年
寄
り
と
い
う
が
、
い
ず
れ
は
自

分
た
ち
も
な
る
。
だ
か
ら
今
日
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
し
た
い
。
自
分
の
祖
父
母
は
年

を
取
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
も
認
知
症
に

な
っ
た
ら
今
日
習
っ
た
よ
う
に
優
し
い
言

葉
と
笑
顔
で
接
し
た
い
。
地
域
の
人
に
も

家
族
に
も
、
こ
れ
ま
で
優
し
く
接
し
て
も

ら
っ
て
き
た
か
ら
、
優
し
く
接
し
た
い
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
生
き
や
す
い
社
会

作
り
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
有
意
義
な
授

業
で
し
た
。

  足下の雪をすくって、エイ！

情
報
学
習
支
援
員
　
学
校
を
支
え
る
大
き
な
力
2

生
保
内
小
学
校
　
北
風
な
ん
か
に
負
け
な
い
ぞ
！

自分だけのオリジナルバッグを作ってみませんか。

白
岩
小
学
校

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

学
校
で
の
情
報
教
育
が
充
実
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
更
新
す
る
の
も
大
き
な
仕
事
の

一
つ
で
す
。
見
や
す
く
分
か
り
や

す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
知
り
た
い

情
報
に
す
ぐ
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て

工
夫
を
し
な
が
ら
制
作
を
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
学
習
発
表
会
で
は
大

判
の
垂
れ
幕
を
制
作
し
た
り
、
学

校
環
境
を
整
え
る
た
め
に
学
校
行

事
の
写
真
掲
示
物
を
作
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
大
活
躍
の
情
報
学
習
支

こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」と
笑
顔
で

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

援
員
さ
ん
が
一
番
気
を
配
っ
て
い

る
の
が
個
人
情
報
の
保
護
で
す
。

個
人
情
報
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
名
前
を
イ

ニ
シ
ャ
ル
に
し
た
り
、
写
真
の
一

部
を
ぼ
か
し
た
り
す
る
な
ど
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
情
報

学
習
支
援
員
さ
ん
が
制
作
し
た
各

校
の
特
色
豊
か
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
志
向
で
ヘ
ル
シ
ー
お
菓
子

　
近
年
、
食
生
活
や
嗜
好
面
な
ど
健
康
へ
の

関
心
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は

ヘ
ル
シ
ー
食
材
と
し
て
人
気
が
あ
る
朝
紫（
古

代
米
）を
使
っ
た「
お
は
ぎ
」作
り
を
学
び
ま

す
。
食
べ
て
美
味
し
い
、
作
っ
て
楽
し
い
教

室
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
①
令
和
2
年
１
月
22
日
㈬　
②
1
月

23
日
㈭ 

９
時
30
分
～
12
時
頃

※
二
日
間
と
も
同
じ
内
容
で
す
。
①
ま
た
は
、
②
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
旧
石
黒（
恵
）家

●
講
師
／
浅
利
久
美
子
氏

●
メ
ニ
ュ
ー
／
朝
紫（
古
代
米
）を
使
っ
た
お

は
ぎ
、
ほ
か
一
品

朝 

紫
（
古
代
米
）
を
使
っ
た

お
は
ぎ
作
り
教
室

異
文
化
に
ふ
れ
る

　
中
国
の
文
化
や
習
慣
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
す
べ
て
に
参
加
で
き
な
い
け
ど
途
中
か

ら
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
方
で
も
大
丈
夫
で

す
。
お
申
し
込
み
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時
／
令
和
2
年
１
月
16
日
、
23
日
、
30
日
、

２
月
６
日
、
13
日（
毎
週
木
曜
日
・
全
５
回
）

18
時
15
分
～
18
時
50
分

●
場
所
／
角
館
公
民
館 

研
修
室
１

●
講
師
／
田
村
雄
幸
氏
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）

●
対
象
／
小
学
生
以
上

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
12
月
17
日
㈫
～
27
日
㈮

●
申
込
・
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

た 

の
し
く
学
ぶ中

国
語
講
座
　

丈
夫
で
簡
単

　
様
々
な
色
合
い
の
紙
ひ
も
を
編
み
込
ん
で

作
る
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
は
、
バ
ッ
グ
や
小
物
入

れ
な
ど
実
用
的
な
も
の
が
多
く
、
ま
た
簡
単

に
作
れ
る
こ
と
か
ら
広
い
世
代
か
ら
大
変
人

気
が
あ
り
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、

こ
の
教
室
で
自
分
専
用
に
、
ま
た
は
贈
り
物

と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
日
時
／
令
和
2
年
１
月
８
日
、
22
日
、
２
月

12
日
、
26
日
、
３
月
11
日
、
25
日（
毎
回
水

曜
日
・
全
６
回
） 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
西
木
公
民
館

●
講
師
／
荒
木
和
子
氏

●
持
ち
物
／
ハ
サ
ミ
、
メ
ジ
ャ
ー

●
受
講
料
／
１
５
０
０
円
程
度（
材
料
代
）

●
定
員
／
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
12
月
18
日
㈬
～
令
和
2
年
１
月

６
日
㈪

●
申
込
・
問
合
せ
／
西
木
公
民
館

エ 

コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

●
受
講
料
／
５
０
０
円(

材
料
代)

●
定
員
／
7
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
開
始
／
12
月
17
日
㈫
～

●
申
込
・
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

※写真はビビンバ（上）とキンパ（下）のイメージです。
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

宮崎　快
か い と

仁くん

菅原　光
ひ か り

莉ちゃん

髙橋　一
いちろう

朗くん

大石　楓
ふ う り

凛くん

羽崎　心
こ の み

美ちゃん

藤村　匠
しょう

くん

小笠原　佑
ゆ う ま

真くん

藤田　れいらちゃん

小室　美
み の

乃ちゃん

八柳　凜
り い

衣ちゃん

高橋　夢
の あ

叶くん

千葉　力
りきまる

丸くん

糸井　翔
しょういちろう

一朗くん

髙橋　彩
さ あ や

愛弥ちゃん

髙橋　那
な お

央くん

吉村　柚
ゆ ず き

姫ちゃん

安部　心
こ こ な

菜ちゃん

栗田　椿
つばき

ちゃん

佐々木　梨
り ほ

帆ちゃん

真崎　恭
きょうご

吾くん

松下　奈
な お

央ちゃん

西宮　奈
な ほ

穂ちゃん

進藤　柊
ふ ゆ と

翔くん

高橋　希
き う

羽ちゃん

佐藤　雅
み や び

毘くん

熊谷　莉
り く

玖くん

坂本　さくらちゃん

高橋　進
し ん じ ろ う

次郎くん

福井　丈
ひ ろ と

翔くん

赤坂　空
あ ん じ

詩ちゃん

髙橋　すずちゃん

照井　日
ひ な の

菜乃ちゃん

松橋　佳
け い ご

吾くん

油谷　剛
こ う た ろ う

太朗くん

油谷　誠
せ い じ ろ う

志朗くん

佐藤　雪
ゆ き な

菜ちゃん

鈴木　伶
れ な

奈ちゃん

藤枝　知
ち さ と

聖くん

藤村　芽
め い

生ちゃん

齋藤　雪
ゆ き か

花ちゃん

中村　朱
あ か り

里ちゃん

若松　美
み こ と

心都ちゃん

高橋　咲
さ く と

翔くん

高橋　珠
た ま こ

子ちゃん

門脇　久
ひさやす

泰くん

堀井　泰
やすひと

仁くん

堀井　崇
たかひと

仁くん

佐藤　潤
う る は

芭ちゃん

　乳歯のむし歯は永久歯に影響します。「生え変わるから大丈夫」
と乳歯のむし歯を放置すると永久歯もむし歯になりやすくなり、
永久歯の歯並びやアゴの発達にも影響をおよぼします。乳幼児期
の子どもは自分で十分な歯磨きをすることができませんので、周
囲の大人が乳歯を守ってあげましょう。

3 歳 6 か月児歯科健康診査で

むし歯のなかった子どもたち
（令和元年 5 月～ 9 月実施）

問合せ／仙北市保健課　☎ 55-1112

仙北市ホームページ
はコチラ！

　
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
は

い
つ
か
ら
で
き
る
の
？

　
乳
歯
の
も
と
と
な
る
歯
胚(

歯
の

芽)

は
妊
娠
７
週
頃
か
ら
作
ら
れ
、

永
久
歯
も
妊
娠
４
か
月
頃
に
で
き

始
め
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
食
べ
た

も
の
が
赤
ち
ゃ
ん
の
丈
夫
な
歯
を

つ
く
り
ま
す
。

　
歯
を
固
く
す
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や

た
ん
ぱ
く
質
、
歯
の
土
台
を
つ
く

る
ビ
タ
ミ
ン
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

と
り
ま
し
ょ
う
。

　
妊
娠
中
の
歯
の
健
康

　
妊
娠
中
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変

化
に
よ
り
、
お
口
の
環
境
も
変
化

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
わ
り
で

十
分
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
な

い
こ
と
も
多
く
、
歯
周
病
の
リ
ス

ク
も
高
ま
り
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
が

歯
周
病
に
な
る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ

ん
が
小
さ
く
生
ま
れ
た
り
、
早
産

に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
事
や
間
食
回
数
の
増

加
に
よ
り
む
し
歯
の
リ
ス
ク
も
高

ま
り
ま
す
。

　
安
定
期
に
入
り
、
つ
わ
り
が
お

さ
ま
っ
た
ら
歯
科
医
院
で
妊
婦
歯

科
検
診
を
受
け
、
早
め
の
治
療
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
子
ど
も
の
む
し
歯

予
防
は
家
族
全
員
で

　
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
の
だ
ら
だ

ら
食
い
は
、
む
し
歯
を
つ
く
る
原

因
に
な
り
ま
す
。
家
族
全
員
で
時

間
や
量
を
決
め
て
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
は
し
や
ス
プ
ー
ン
な

ど
の
共
有
は
唾
液
を
介
し
て
大
人

の
む
し
歯
菌
を
赤
ち
ゃ
ん
に
移
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
用

の
も
の
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

　
大
人
も
日
頃
か
ら
定
期
的
な
歯

科
受
診
を
し
、
む
し
歯
予
防
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族
全
員

で
食
後
の
歯
み
が
き
習
慣
を
身
に

つ
け
て
、
子
ど
も
の
健
康
な
歯
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も

妊
娠
中
か
ら

の
む
し
歯
予
防
は

は
じ
ま
り
ま
す

な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

【電話相談／仙北市保健課】

《固定電話》 ☎ 55-1112
《携帯電話》     080-2813-0835

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に
近い意味。フィンランドでは、「ネウボラ」として、
かかりつけの担当者や専門職が、妊娠期から就
学期まで切れ目なくサポートしています。

ネ ウボ ラ っ て？

子

育て
世代包

括支援セン

タ
ー

　現在、毎週水曜日と金曜日が診察日となっていますが、令和２年1月から次のとおり変更となります。

眼科外来日程表のお知らせ

市立角館総合病院から

※毎週月曜日と金曜日が初診・再来・紹介状持参・予約の方の診察日となります。
※視野検査や手術などは予約のうえ、火曜日・水曜日・木曜日に実施することがあります。
※再来受付時間は 11:00まで、初診・紹介状持参は 10:30までです。
※他の診療科については、電話での問い合わせまたはホームページ（https://kakunodate-hp.com/）に

よるご確認をお願いします。
病院ホームページは
こちらから

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

診察日 休診日 休診日 休診日 診察日

問合せ／市立角館総合病院  ☎54-2111

　秋田県では健康寿命日本一を目指して様々な健康づくりに取り組んでいます。その事業の一環として、仙北市
では健康づくりに取り組む方々を増やすため、「せんぼく元気はつらつ隊」を結成し、「みんなで元気はつらつにな
ろう！」をモットーに健康づくりに取り組んでいます。

　仙北市民であれば誰でも参加 OK ！お約束を果たせばあなた
も「せんぼく元気はつらつ隊」の仲間入り！
　「せんぼく元気はつらつ隊」に仲間入りしたら、家族や近所、
お友だちに元気はつらつになる方法をいっぱい話してください。
みんなで楽しく元気はつらつになろう！

申込・問合せ／
仙北市保健課  ☎55-1112

せんぼく元気はつらつ隊養成講座

1．1 年間に３回以上研修に参加して「元気
はつらつ隊」の修了証をゲット！

2．自分ができることをやる 「家でちょこっ
と動こう」「しょっぱい物少し減らそう」

3．自分が元気になる 「元気はつらつ！」
4．元気をみんなにあげる 「こんたいい話聞

いだよ！おめさおへるね！（こんなにい
い話を聞いたよ！あなたに教えるね！）」

を開催します！

　研修会に３回以上参加して修了証をゲットしよう！昨年度や、
今年度の前期の研修会に参加した方の申し込みも大歓迎です！

期日 時間 内容

①1月9日㈭ 10:00 ～ 12:00
（ 受付　9:30 ～ 10:00） ■テーマ　「 太極拳を体験しよう！」

■講　師　高橋悦子氏
■場　所　角館交流センター
■持ち物　内履き、水分、（ お持ちの方 ）健康ポイントカード、

動きやすい服装で参加してください。

②1月24日㈮

③2月14日㈮ 9:30 ～ 11:30
（ 受付　9:00 ～ 9:30）

④2月5日㈬ 10:00 ～ 12:00
（ 受付　9:30 ～ 10:00）

■テーマ　「 みんなで楽しくニュースポーツ！」
「 ためになる栄養の話 」

■講　師　スポーツ推進委員、保健課管理栄養士
■場　所　角館交流センター
■持ち物　①と同じ

⑤2月27日㈭

※太極拳は毎回内容が異なります。１回だけ、２回だけの参加も可能ですが、3回すべて参加することをおすすめします。
※太極拳に参加される際は、底の薄い靴をおすすめします。

■ ■ ■ せ ん ぼ く 元 気 は つ ら つ 隊 と は？ ■ ■ ■
お約

束！

■■■ せんぼく元気はつらつ隊になるためには？ ■■■

■ ■ ■ 研 修 会 ■ ■ ■

各講座の１週間前までに電話で保健課にお申し込みください。
お申し込みの時に「氏名、生年月日、連絡先、参加の日」をお知らせください。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 申 込 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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おしらせ
ナビ

相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

A ターン就職フェア in 秋田開催
　県外に在住し秋田県内での就職を希望する方を対象と
した「Aターン就職フェアin秋田」を開催します。当日は、
県内企業がブース出展し企業説明を行うほか、Ａターン
就職相談や移住相談などをお受けします。ご家族、お知
り合いの方で県内就職を希望されている方がいらっしゃ
いましたら、ぜひ、フェアのことをお伝えください。

【日時】12月30日月 11:00 ～ 15:00
【場所】秋田拠点センターアルヴェ 1階 きらめき広場

（秋田市東通仲町4-1）
【対象】秋田県内への就職を希望するすべての方（学生も

参加可）。※予約不要、服装・入退場自由、ご家族で
の来場歓迎。

【問合せ】A ターンプラザ秋田（秋田県東京事務所）
　☎0120-122-255

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

第42回児童生徒県南美術展開催中 !
　今年で 42 回目となる児童生徒県南美術展が角館町平福記念美
術館で開催されています。今年は県南 7 市町村（仙北市・大仙市・
美郷町・横手市・湯沢市・羽後町・東成瀬村）82 校の小中学校
から 1,037 点の作品が寄せられました。子どもたちの力作は 1 月
28 日まで展示されますので、ぜひこの機会にご覧ください。

【会期】令和2年1月28日火 まで
【休館日】毎週月曜日、12月28日～ 31日、1月4日
　（1月1日～ 3日は開館します）

【開館時間】9:00 ～ 16:30（入館は16:00まで）
【場所】角館町平福記念美術館
【入館料】一般 150円、小中学生 無料　※仙北市民は無料
【同時開催】常設展示 平福穂庵・百穂展（第1展示室）
【問合せ】角館町平福記念美術館  ☎54-3888

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

あきた舞妓列車
　会える「秋田美人」と一緒に女子会
や新年会はいかがですか？源八さんの
特製「舞妓弁当」と秀よしさんの限定
日本酒に、華やかな舞妓さんの演舞や
遊びで令和初の冬を贅沢にお楽しみい
ただけます。冬の景色は内陸線の一番
のオススメです。水墨画のような神秘
的な景色もぜひ、お楽しみください。

【日時】令和2年1月19日日

　角館駅11:50発、阿仁合駅13:14着
【料金】16,800円（税込）
【定員】先着25人

秋田の日本酒
　米どころ秋田の日本酒と、こだわりの肴
をお楽しみいただけます。今回は、秋田内
陸線鷹巣駅界隈にある佐金酒店さんセレク
トの日本酒と木村精肉店さんのこだわりの
肴です。どちらのお店も地元の方はもちろ
ん、内陸線職員にもファンが多いお店です。
お座敷列車での心地よい揺れとともに、雪
景色を贅沢にお楽しみください。

【日時】令和2年1月11日土 ・12日日

　角館駅11:05発、鷹巣駅13:05着
【料金】5,000円（税込）
【定員】各日先着25人

ごっつお玉手箱列車
　グリーン・ツーリズム西木のおかあさ
んによる、あったかいおもてなしと、ごっ
つお（ご馳走）が大好評の動く農家レス
トラン「ごっつお玉手箱列車」が再び運
行します。停車する駅ごとに積み込まれ
る食事と、ほっこりするお母さんの秋田
弁、沿線の景色をお楽しみください。

【日時】令和2年1月25日土 ・2月29日土

　角館駅11:50発、阿仁合駅13:14着
【料金】大人7,000円、小人6,000円（い

ずれも税込）
【定員】各日先着36人

【申込・問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱ 本社  ☎0186-82-3231

～大曲・仙北地域～ 就職イベント開催！
　秋田労働局（ハローワーク大曲・角館）、秋田県（仙北地域振興局）、大仙市、
仙北市、美郷町および大仙市雇用創造協議会の共同事業として、A ターン
就職の促進による大曲・仙北地域への人の流れをつくるとともに、新たな
人材の獲得を目指す地元企業との就職マッチングを図るため、次の二つの
イベントを開催します。大曲・仙北地域に縁のある皆さまはもちろん、秋
田での就職・移住を検討されている皆さまのご来場をお待ちしています。
合同就職面接会 / 企業説明会

【日時】令和2年1月12日日 13:00 ～ 16:00
【場所】フォーシーズン（大仙市佐野町 2-4）　【参加企業】約 50 社（予定）

就職＆移住フェア in 東京
【日時】令和2年3月8日日 13:00 ～ 16:00
【場所】ステーションコンファレンス東京（東京都千代田区丸の内 1-7-12 
サピアタワー 5F）　　【参加企業】約 25 社（予定）

【問合せ】ハローワーク大曲  ☎0187-63-0335

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

　仙北市では、市内の四つの温泉施設（角館温泉 花葉
館、西木温泉ふれあいプラザ クリオン、市民浴場 東
風の湯、アルパこまくさ）に疲労ストレス測定器を設
置し、市民の皆さんにご利用いただいています。
　疲労ストレス測定器利用状況（平成30年2月導入時
～令和元年10月31日まで）をお知らせします。

　疲労ストレス測定器の利用件数（入浴前後）は累
計で約1,500件となりました。いつもご利用いただ
きありがとうございます。
　寒くなり、体調を崩しやすい季節となりました。
温泉に入浴する際は、入浴前後でストレス測定器を
利用し、自分のストレス状態を確認して体調管理に
気をつけましょう！

問合せ／仙北市地方創生・総合戦略室　☎43-3315

　入浴前アンケートで「手足

がすぐ冷える」と答えた方の

温泉入浴前後のストレス測

定結果のデータグラフです。

40代～ 60代にかけて手足が

冷えると答えた方が多く、

男性も半数近くを占めてい

ました。

年代別疲労ストレス測定器利用回数（入浴前後）

疲労ストレス測定結果から

手足がすぐ冷えると答えた方の入浴前後

入浴後は適度な活動状態、自律神経のバラ

ンスが整った方が多くいることが分かりま

す。温泉に入って手足の冷えを予防し、ス

トレスを上手にコントロールしましょう！

※20代 48人、30代 61人、40代 
90人、50代 92人、60代 92人、
70代 49人、80代～ 30人

温泉入浴前後にパソコンのアンケートに答えて、自律神経（交
感神経・副交感神経）のバランスをみる機械です。
交感神経：ドキドキ、カッカなど、気持ちが高ぶっている時
　　　　　に優位になる。
副交感神経：ゆったり、リラックスしている時に優位になる。

入浴前はリラックス状態（副交感神経優位）
の方が多く見受けられますが、この状態の
方は自律神経のバランスが乱れており、適
度な運動が必要と言われています。

入浴前

疲労ストレス測定器とは？

入浴後

　入浴前
　入浴後

　温泉入浴前後にパソコンのアンケートに回答、疲労ス
トレス測定器によるストレス測定5回分で、入浴無料券
が当たる抽選に参加できます。入浴前後で 2枚1組のス
トレス測定器結果票5組（10枚）を貯めて抽選会にぜひご
参加ください。
　抽選会当日は、保健師による健康アドバイスを受ける
ことができます。

《抽選会の日時・場所》

12月24日㈫　10:00 ～ 12:00　角館温泉 花葉館
12月24日㈫　14:00 ～ 16:00　

西木温泉ふれあいプラザ クリオン
12月25日㈬　11:00 ～ 12:00　アルパこまくさ
12月25日㈬　14:00 ～ 16:00　市民浴場 東風の湯

自律神経のバランスがよい

リラックス（副交感神経優位）

活性状態（交感神経優位）

自律神経のバランスが悪い

肩の自律神経のバランスが悪い

18％
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　8％
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保健師による健康アドバイスとラッキー抽選会のお知らせ

110回 130回

236回 234回

406回

247回

93回
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】12月25日水 13:30 ～
【場所】角館交流センター 第2研修室
【相談員】久島憲晴弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全

般のご相談）  ▼サラ金・クレジットな
ど多重債務のご相談  ▼中小企業・個人
事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい
者に関するご相談  ▼交通事故に関する
ご相談  ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（ ①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～
14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～
15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくだ
さい。相談に必要と思われる資料があ
りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

忘年会、新年会は
おいしく食べきり
　忘年会、新年会のシーズンを控え、秋
田県では「全国おいしい食べきり運動ネッ
トワーク協議会 全国キャンペーン」と連
動し、下記の「宴会⑤箇条」をスローガ
ンに運動することになりました。宴会時
はおいしく食べきり、食品ロスの減少に
向けたご協力をお願いします。

【宴会⑤箇条】

①まずは、適量注文
②おいしい秋田のお酒で乾杯 !
③幹事さんから「おいしく食べきろう !」

の声かけ
④開始30分、終了10分は、席を立たず

にしっかり食べる「食べきりタイム !」
⑤食べきれない料理は仲間で分け合おう

【問合せ】 ▼秋田県生活環境部地球温暖化
対策課  ☎018-860-1560  ▼仙北市市
民生活課  ☎43-3308

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

   
秋田県生活環境部温暖化対策課 秋田市山王４丁目１－１　電話０１８－８６０－１５６０

秋田県は「全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会」に参加しています。

  全国食べきりネット  検索 

 

宴会 箇条
まずは、

幹事さんから「おいしく食べきろう！」の

は、
　　席を立たずにしっかり食べる

食べきれない料理は

公益財団法人 片野重脩交通遺児奨学会
推薦募集のお知らせ

【申込資格】秋田県内に居住する交通遺児
で高校に進学または在学し、経済的理
由から学資の支弁が困難な方。

【給付金】月額16,000円。返済の義務、
その他の制約はありません。

【定員】若干名
【申込方法】県内各中学校・高校宛に推薦

募集の案内を郵送しますので、各学校
を通じて申請書類を請求し、必要書類
を添えてお申し込みください。

【申込期限】令和2年1月31日金 必着
※選考方法など詳しくは下記まで。

【問合せ】公益財団法人 片野重脩交通遺児
奨学会事務局（羽後交通㈱秘書課内）
　☎0182-32-4152

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

第12回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が服用している薬のことなどお薬の相談会を行い
ます。家に残っている薬の整理（持参した場合）や家庭用医薬品などお薬のことなら何
でも相談にのります。お気軽にご相談ください。

【日時】12月24日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店  ☎43-9189

▼ ▼ ▼Consultation相　談

参加者募集 !
角館押絵伝承会・
制作者育成勉強会
　角館では、代々大切に受け継がれてき
た角館押絵がたくさん飾られています。
このすばらしい押絵を後世に伝えるため
に制作者の育成を目的とした勉強会を平
成 28 年より引き続き開催することにし
ました。ご興味のある方はぜひご参加く
ださい！

【期日】令和2年1月16日・23日・30日・
2月6日・20日・27日（毎回木曜日）

【時間】18:30 ～ 21:00
【場所】仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」
【講師】増田昌子氏
【定員】先着 5 人
【受講料】無料（材料・道具はすべてご自

身で準備していただきます。お問い合
わせの際にご確認ください）

【申込・問合せ】仙北市観光情報センター
「角館駅前蔵」　☎54-2700

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

第100回元旦登山
大威徳山に登りませんか
　元旦早朝、大威徳山に登山し、奥羽山
脈から昇る初日の出を拝して新年の無病
息災を祈念します。大正10年から始まり、
今回で 100 回目を迎える元旦登山に参加
してみませんか。小学生からお年寄りま
でどなたでも参加できますので、参加希
望の方は下記までご連絡ください。

【期日】令和2年1月1日 水･祝 
【日程】 ▼ 5:00 角館總鎭守神明社参拝

▼参拝後、大塚口から大威徳山に登山

▼山頂で初日の出を拝み下山
【問合せ】角館黎明会 山本
　☎090-4636-8170

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

リフレッシュ
in 学習資料館 vol.4
　学習資料館では、おはなし会「うさぎ
のみみ」終了後、１時間の託児を行って
います。日頃、なかなか自分の時間をも
てないお母さん、たまには図書館で好き
な本や雑誌をみてリフレッシュしません
か？３月まで毎月開催します。お気軽に
お問い合わせください。

【日時】令和2年1月11日土 11:00 ～
　12:00《託児》（10:00 ～ 11:00までは

おはなし会「うさぎのみみ」）
【場所】学習資料館（仙北市総合情報セン

ター内）
【対象】就学前幼児のいる方
【協力】はっぴい・マム、おはなしボラン

ティア「うさぎのみみ」
【申込・問合せ】仙北市学習資料館・イベ

ント交流館 ☎43-3333  FAX53-2701

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

参加無料

【
託
児
の
様
子
】

年金生活者支援給付金制度に便乗した詐欺に
ご注意ください
　今年 10 月から始まった年金生活者支援給付金制度に便乗し、厚生労働省、日本年金
機構の職員を名乗る人から、「年金生活者支援給付金の振込口座が使えないので、新しい
口座番号、暗証番号、マイナンバーを教えてほしい」という不審な電話がかかってきた
事例が報告されています。厚生労働省、日本年金機構では、電話でお客さまの電話番号、
暗証番号、マイナンバーなどをお聞きすることはありません。このような電話があっても、
個人情報を答えることのないようにご注意ください。ご不明な点などありましたら、下
記までお問い合わせください。

【問合せ】大曲年金事務所  ☎0187-63-2296

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

つけもの加工・真空パック承ります
　神代ゆきつばき加工クラブでは自家用製品の真空パック、殺菌などを承ります。お気
軽にご利用ください。加工料金については、お問い合わせください。

【加工日】12月29日日 、 1月9日木 ～ 3月27日金 までの毎週木・金曜日および第3日曜日
※300パック以上のお客さまには、別途加工日のご相談に応じます。

【受付時間】9:00 ～ 11:30
【問合せ】神代地域運営体 神代ゆきつばき  藤川清子  ☎080-1823-7323

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

秋田県児童虐待防止宣言

秋田県では、 皆さんと一体となって児童虐待防止に取り組んでいくため、 秋田県児童虐待防止宣言を策定しました

ご自身が出産や子育てに悩んだら。子育てに悩む親がいたら。虐
待かも…と思ったら。
※連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

1
いちはやく

89 （児童相談所　全国共通３桁ダイヤル）

0120-42-4
よ い こ に

152 （秋田県子ども家庭相談電話）

勇気を持って連絡してください

▶ つらいことや伝えたいことがあったら周りの誰か
に話してください。

▶ ひとりでがまんしないで身近な大人に教えてくだ
さい。

▶ あなたを受け止め必ず守ります。

子どもたちへ

▶ 子どもが笑うのも泣くのもあなたのことが大好き
だからです。

▶ 子どもを育てる責任を自分だけで背負わないでく
ださい。

▶ あなたの子育てを応援します。

お父さん お母さんへ

▶ 子どもは叱られすぎたり叩かれたりすると心と身
体が傷つきます。

▶ 子どもの笑顔を健やかな成長を大切な命をみんな
で守りましょう。

▶ 気になる子どもを見かけたら声をかけ気持ちを受
け止めてください。

地域の皆さんへ

私たちは日本一子育てしやすい秋田を目指します。
子どもの心も身体も傷つけない
虐待は絶対許さないという強い決意で
子どもたちを守り育んでいきましょう。
秋田県は子どもの権利を守り
児童虐待のないまちづくりを
皆さんとともに進めていくことを宣言します。

令和2・3年度
「国有林モニター」の募集

　東北森林管理局は、国有林の管理経営
に皆さまの声を役立てていくため、モニ
ターを募集しています。

【募集人数】48人程度（各地域内の人数と
年齢・男女比などの均衡を図るため、最
終的な人数と前後することがあります）

【募集期限】令和2年1月31日金 
【任期】令和2年4月1日から2年間
【内容】 ▼アンケートへの回答  ▼現地見学

会・国有林モニター会議への出席など
【その他】その他詳しくは下記または局

ホームページ（http://www.rinya.maff.
go.jp/tohoku/）をご覧ください。

【問合せ】東北森林管理局 企画調整課 林
政推進係  ☎018-836-2228

　FAX 018-836-2031
　E-mail t_kikaku@maff.go.jp

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

参加無料
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12/
１６ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 12/1･P18

１７ 火
●オレンジカフェ（外町交流広場 13:00 ～ 15:00、下延コミュニティーセンター 14:00 ～
16:00） 12/1･P16

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 12/1･P17

１８ 水
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 12/1･P17

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P18

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
12/1･P18

１９ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P18

２０ 金
●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 12/1･P15

●包和花カフェ（田沢湖健康増進センター 13:30 ～ 15:30） 12/1･P16

●笑いの会（健康管理センター 9:40 ～ 11:30 頃） 12/1･P17

２１ 土
●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 12/1･P13

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 12/1･P13

●オレンジカフェ（グループホームひまわり 14:00 ～ 16:00） 12/1･P16

●年越しそば打ち教室（神代就業改善センター 10:00 ～） 12/1･P18

２２ 日

２３ 月 ●サテライト相談会（市役所中町庁舎 10:00 ～ 15:30） 12/1･P18

２４ 火

●保健師による健康アドバイスとラッキー抽選会（角館温泉 花葉館 10:00 ～ 12:00、西木温泉
ふれあいプラザ クリオン 14:00 ～ 16:00） P24

●第 12 回お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P26

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 12/1･P17

●和さろん（旧石黒（恵）家 10:00 ～ 12:00） 12/1･P19

２５ 水

●保健師による健康アドバイスとラッキー抽選会（アルパこまくさ 11:00 ～ 12:00、市民浴場 
東風の湯 14:00 ～ 16:00） P24

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P26

●としょかんコンサート 詩人のうた（田沢湖図書館 開演 18:00） 12/1･P13

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 14:00） 12/1･P16

２６ 木

●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P15

●ドローンによる水稲生育調査・農作物運搬実証成果報告会（神代就業改善センター 13:30
～ 15:30） P16

●羊毛フェルト十二支作り講座（角館公民館 10:00 ～ 12:00） 12/1･P12

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） 12/1･P15

●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 12/1･P17

●お正月の松飾り講習会（安藤醸造麹くらぶ 10:00 ～ 11:30、13:30 ～ 15:00） 12/1･P18

２７ 金 ●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 12/1･P18

● 19 年目第 36 回角館キッズ学びい教室（角館交流センター 9:00 ～ 11:00）

２８ 土 ● 19 年目第 36 回角館キッズ学びい教室（角館交流センター 9:00 ～ 11:00）

２９ 日

３０ 月

３１ 火

1/
１ 水 ●第 100 回元旦登山 大威徳山に登りませんか（詳しい日程は広報 26 ページをご覧ください）

P26

２ 木

３ 金

４ 土
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2-5
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7

8-9
10-13
14-19
20
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22
23

24
25-27
28

旬な情報チャンネル
第 14 回仙北市文化祭
まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッションロケーションだより
税についての作文／税に関する習字
民生児童委員・主任児童委員
市役所からのお知らせ
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
仙北市教育委員会だより きたうら
保健と健康の掲示板
仙北市版ネウボラ なないろ通信／
むし歯のなかった子どもたち
疲労ストレス測定結果から
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー 12/16 月  ～1/ 4 土
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FK　令和元年も残りわずか。
すでに1月1日号の紙面を作
り始めています。広報を作成し
ていると常に半月先、1か月先

を見据えているせいなのか、お決まりの
ように「今年も早かった～」と。なぜ 1
年が早く感じるのか。「ジャネーの法則」
というものがあるらしいです。新しい挑戦
をして、生活に新鮮味があると長く感じ
るとのこと。1年が早いほうがいいのか、
長いほうがいいのか…。難しいところです。

RI　若い方の間で流行した言
葉を決める「ギャル流行語大
賞」というのがあるそうです。
今年の第1位は「KP（ケーピー）」

という言葉。どうやら「乾杯」を意味す
るらしく、友人との食事などで使うよう
です。忘年会や年越し、年明けの食事で
は家族や友人と乾杯をする際にぜひ、

「ケーピー」を使ってみてはいかがですか？

SG　今年ほど1年があっとい
う間に過ぎた年はないような
気がします。思い浮かぶ漢字
は「変」。元号や消費税率、自

分の担当業務に広報の書体など変わった
ことがいろいろ。目まぐるしくも、こうし
て皆さんに広報をお届けすることができ
てホッとしています。来年はどんな変化
が起きるか想像もつきませんが、変わら
ず広報せんぼくをよろしくお願いします。
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